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は じ め ま し て

やさしいお兄ちゃんが大好きな綾香ちゃん。
いつまでも仲良し兄妹でいてね。

佐伯　綾香 ちゃん（左）
さいき あやか

　　 駿介 くん（右）
しゅんすけ

子どもの写真の裏に、住所、名前（ふりがな）、性別、生年月日、保護者の名
前、電話番号と簡単なコメントを添えて、企画財政課「はじめまして」係へお
送りください。7月号掲載は、8月13日必着。（個人情報の利用目的：広報紙
への掲載、応募者との連絡のために利用します。なお、広報紙はPDF形式
でホームページにも掲載しています。）応募が多い場合は次号になる場合
があります。

★使ったものを提出してもらうだけで自由に使えま
す。（許可不要）
★市ホームページからダウンロードできます。
★カラー複数あり。用途に合わせて自由にお使い
ください。
※　政治性、宗教性のあるものなど、使用できな
いものもあります。詳しくは、市ホームページを
ご覧ください。

★60周年ロゴマークを使いませんか★

企画財政課☎59２１２５

問い合わせ　産業振興課 ☎59２１３１

大竹市ポスターを
掲示しませんか

募集

　大竹市のポスターを掲示していただける方を募集します。ぜひご協力をお願いします。
ポスターサイズ　Ａ１サイズ　　　申し込み　産業振興課へ。
募集要項　○市内外へ広く PRできる場所へ掲載していただける方
　　　　　　※　設置場所は、個別に協議させていただきます。
　　　　　○各ポスターにつき 20枚まで（申込順）　
　　　　　　※　１人につき各ポスター１枚まで（合計３枚まで）でお願いします。

心
一
つ
に
平
和
を
願
う

記
憶
の
跡

大
竹
と
原
爆

特 集



　
こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
様
の
ご
信
任
と
ご
支
援
を
賜
り
、
引
き

続
き
市
政
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
、
改
め
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

　
私
は
、
少
し
ず
つ
で
も
発
展
し
続
け
る
ま
ち
「
お
お
た
け
」
を

目
指
し
て
、
一
期
目
、
二
期
目
と
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
礎
に
、
『
市
民

の
皆
様
』
、
『
大
竹
っ
子
』
、
『
先
人
の
蓄
積
』
を
大
切
に
思
う

『
三
つ
の
大
切
』
を
胸
に
、
市
民
の
皆
様
が
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
政
策
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
『
総
合
計
画
の
尊
重
』
、

『
行
財
政
改
革
の
推
進
』
、
そ
し
て
、
『
人
心
の
結
集
』
を
前
提
と

し
ま
す
。
さ
ら
に
『
安
定
し
て
運
営
で
き
る
行
政
の
仕
組
み
づ
く

り
』
、
『
将
来
の
お
お
た
け
を
担
う
人
づ
く
り
』
、
『
良
い
ま
ち

お
お
た
け
づ
く
り
』
と
い
う
２
期
目
の
重
点
施
策
と
併
せ
ま
し
て
、

誠
実
に
、
丁
寧
に
、
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
基
本
と
な
り
ま
す
の
が
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
と

一
緒
に
知
恵
を
し
ぼ
り
、
汗
を
流
し
な
が
ら
作
り
上
げ
た
「
第
五
次

大
竹
市
総
合
計
画
（
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン
）
」
で
す
。
プ
ラ
ン
の
６
つ
の

基
本
目
標
『
大
竹
を
愛
す
る
人
づ
く
り
』
、
『
生
活
基
盤
が
整
っ
た

ま
ち
』
、
『
安
全
な
ま
ち
』
、
『
安
心
で
き
る
ま
ち
』
、
『
心
に

ゆ
と
り
を
感
じ
る
ま
ち
』
、
『
行
政
・
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
』
を

柱
と
し
た
施
策
を
展
開
し
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
場
面
、
ま
ち
が
元
気

だ
と
感
じ
ら
れ
る
場
面
が
増
え
て
い
く
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
、
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
を

展
開
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
地
域
に
対
す
る
熱
い
思
い

や
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動
力
が
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
行
政
と
市
民
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
、
市
民
自
治
の
推
進
を
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
分
野
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
竹
の
ま
ち
が

「
住
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
」
と

な
り
ま
す
よ
う
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
、
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
も
発
展
し
続
け
る

「
お
お
た
け
」を
目
指
し
て
、

市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
竹
市
長 

　
　
　

入
山
欣
郎



まちを動かす　ひと・夢・こころ
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カメラスケッチ
市職員募集／８月１日から新しい保険証
を使用してください
なが～く元気でいるための健康ゾウ進の
おはなし／総合介護予防教室事業
防災シリーズ／農業委員会委員が決まり
ました／全国消費実態調査にご協力お
願いします／福祉のとびら
帰ってきたgomidas／ケーブルテレビを
楽しもう
地区懇談会／8月は人権強調月間
みんなで考えよう公共交通／夏の水遊び
スポット　蛇喰磐／阿多田島灯台資料館
に投票しませんか／土曜夜市
生涯学習講座／市民活動支援事業２次
募集受付中
市消費生活センター／成人のつどい実行
委員会メンバー募集／としょかんだより
／勤労青少年ホーム
情報ステーション
つどいの広場／親と子の本の広場／子育
て／健康／福祉／催し／募集／お知らせ
アラカルト／先どり情報ステーション
はじめまして／大竹市ポスターを掲示
しませんか

60周年企画

「電源を入れたら責任立ち上げて」
大竹中学校生徒の標語が総務大臣賞受賞

消防協力者表彰

　総務省などの後援で情報通信における安心安全推
進協議会が募集した「情報通信の安心安全の利用の
ための標語」で、学校部門76校の応募の中から大竹
中学校が全国最優秀賞に当たる「総務大臣賞」を受
賞しました。

　受賞した標語は、広報・
啓発ポスターをはじめ、
全国各地で実施される各
種啓発事業・行事などで
広く活用されます。
　受賞作は、３年生の小倉
琴乃さんが考えた標語
「電源を入れたら責任
立ち上げて」です。

　５月に栗谷町で発生した林野火災で、迅速な初期
消火を行い、地元女性消防団が到着すると、協力し
て消火活動を実施し、消防署が到着するまでに火災
を鎮圧したことに対し、消防長から表彰状と記念品
が手渡されました。
【受賞者】
正木  静夫さん　 岡崎  徳吉さん　 西尾  裕次さん
西村  敏幸さん　 西邑  孝典さん　 中邑  和俊さん
田中  幅士さん　 浅田  里司さん　 浅田  悦子さん

問い合わせ 総務学事課☎59２１８５

大竹中３年　小倉琴乃さん

消防団員募集
消防団は若い力、女性の力を必要としています

　消防団の活動として、平常時には訓練や防火指導・
広報などを、災害発生時には消火・警戒などを行っ
ています。
　本市は、団員の高齢化も進んでおり将来の担い手
となる若い団員を、また防火・防災などの担い手と
して女性の力を必要としています。
　市内在住で 18 歳以上の方であれば入団できます。
一番身近なボランティアとして、消防団に入団して
みませんか。

問い合わせ 消防本部☎53７７０８メ

「輝く人」とは、夢のため、人のため、地域のため、
一つのことに打ち込んで頑張っている人。それぞれ目的
は違えど、その活動は、より良いまちづくりへとつなが
っています。「輝く人」の輝きを多くの方に知ってもらい
たい、その思いが「輝く人」シリーズの原点です。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
出
生
の
お
祝
い

と
し
て
希
望
者
に
、「
す
こ
や
か
人
形
」
を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
し
て
届
け
て

い
ま
す
。「
す
こ
や
か
人
形
」
作
り
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ
っ
て
い
る
方
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ン
バ
ー
は
現
役
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
そ
の
経
験
者
有
志
で
す
。

こ
の
事
業
は
平
成
14
年
度
に
始
ま
り
ま
し

た
。
以
前
は
ひ
よ
こ
の
会
（
元
町
）
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
人
形
作
り

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
に
私

た
ち
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
毎
月
５
〜
15
個
作
っ
て
い
ま
す
。

人
形
作
り
は
繊
細
で
、
和
紙
を
ミ
リ
単
位

で
計
っ
て
切
り
、
つ
ま
よ
う
じ
で
の
り
付

け
す
る
と
い
う
と
て
も
細
か
い
作
業
で
す
。

長
さ
が
２
ミ
リ
違
う
だ
け
で
も
形
が
合
わ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
ま
た
、
人

形
の
顔
の
向
き
で
印
象
も
変
わ
っ
て
し
ま

う
の
で
、
完
成
す
る
ま
で
丁
寧
な
作
業
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
大
変
な
作
業
で
す
が
、

メ
ン
バ
ー
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
毎
月
楽

し
く
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
約
８
０

０
個
の
人
形
を
作
り
上
げ
、
お
届
け
し
て

い
ま
す
。（
平
成
26
年
７
月
末
現
在
）

　
人
形
を
受
け
取
っ
た
方
の
喜
ん
で
い
る

姿
や
話
を
聞
く
と
、
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
人
形
を
大
切
に
し
て

く
れ
る
優
し
い
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
全
員
で

元
気
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

すこやか人形作りのメンバー

記憶の跡

女の子用

男の子用

人
形
を
大
切
に
し
て
く
れ
る

優
し
い
子
ど
も
に

育
っ
て
ほ
し
い

5 4OTAKE 2014（平成26）.08 OTAKE 2014（平成26）.08



　
昭
和
19
年
に
入
り
、
太
平
洋
戦
争
の
戦

況
が
悪
化
す
る
中
、
国
民
総
動
員
の
も
と

編
成
さ
れ
た
国
民
義
勇
隊
。

　
昭
和
20
年
８
月
の
初
め
に
、
玖
波
、
小

方
、
大
竹
の
役
場
に
そ
れ
ぞ
れ
、
建
物
疎

開
の
動
員
命
令
が
出
さ
れ
た
。
動
員
開
始

日
と
な
る
６
日
は
、
広
島
市
以
外
の
ま
ち

か
ら
約
１
万
人
が
建
物
疎
開
作
業
に
動
員

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　
命
令
を
受
け
た
玖
波
、
小
方
、
大
竹
の

人
た
ち
は
作
業
服
に
身
を
固
め
、
玖
波
隊

１
０
５
人
は
玖
波
駅
か
ら
、
小
方
隊
は
86

人
の
う
ち
26
人
が
玖
波
駅
、
60
人
が
大
竹

駅
か
ら
、
大
竹
隊
は
７
９
８
人
が
２
便
に

分
か
れ
て
大
竹
駅
か
ら
電
車
で
広
島
へ
と

向
か
っ
た
。

　
各
隊
は
己
斐
駅
到
着
後
、
小
方
隊
は
土

橋
・
十
日
市
付
近
へ
、
玖
波
隊
は
小
網
町

付
近
へ
、
大
竹
隊
の
先
発
隊
は
、
天
満
町

付
近
に
到
着
し
、
作
業
に
と
り
か
か
ろ
う

と
し
て
い
た
。
ま
た
、
後
発
の
大
竹
隊

は
、
己
斐
駅
か
ら
目
的
地
の
小
網
町
に
向

か
う
た
め
、
己
斐
橋
を
渡
っ
て
福
島
橋
へ

と
向
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て
迎
え
た
８
時

15
分
。
原
子
爆
弾
の
爆
発
に
よ
り
、
ま
ち

は
一
瞬
で
焦
土
と
化
し
、
玖
波
隊
、
小
方

隊
、
大
竹
隊
の
先
発
隊
は
、
と
も
に
爆
心

地
に
近
か
っ
た
た
め
多
く
の
行
方
不
明

者
、
負
傷
者
を
出
し
た
。
玖
波
隊
と
小
方

隊
は
大
竹
に
帰
っ
て
き
た
人
も
い
た
が
、

次
々
と
亡
く
な
っ
て
い
き
、
全
滅
状
態
と

な
っ
た
。
大
竹
隊
も
先
発
隊
の
死
者
・
負

傷
者
が
多
く
、
80
人
を
超
え
る
人
が
亡
く

な
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。

記憶の跡

-the damege of the atomic bomb was in otake-

閃
光
と
轟
音―

―

一
瞬
で
ま
ち
が
消
え
た

せ
ん

　こ
う

ご
う

　お
ん

広
島

昭
和
20
年
８
月
６
日
、
澄
み
切
っ
た
青
空
。

深
夜
か
ら
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
る
も
、
朝
に
は

解
除
さ
れ
、
多
く
の
市
民
は
防
空
壕
や
避
難
所
か

ら
帰
宅
し
、い
つ
も
の
生
活
に
戻
り
は
じ
め
て
い
た
。

あ
の
瞬
間
ま
で
は
―
―
―
。

　
昭
和
20
年
春
、
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ

た
原
子
爆
弾
の
投
下
目
標
都
市
の
検
討
。

７
月
25
日
に
は
、
広
島
、
小
倉
、
新
潟
、

長
崎
の
４
都
市
に
し
ぼ
ら
れ
、
８
月
２

日
に
、
広
島
が
第
一
目
標
に
決
定
し
た
。

　
８
月
６
日
運
命
の
日
。
広
島
市
の
東

北
方
向
か
ら
、
上
空
に
現
れ
た
Ｂ
29
爆

撃
機
「
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
」
は
、
当
時
は

Ｔ
字
橋
で
あ
っ
た
相
生
橋
を
目
標
に
、

人
類
初
と
な
る
１
発
の
原
子
爆
弾
を
投

下
し
た
。

　
爆
弾
は
、
広
島
県
産
業
奨
励
館
（
今

の
原
爆
ド
ー
ム
）
の
近
く
に
あ
っ
た
島

病
院
の
上
空
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
で
爆

発
。
す
さ
ま
じ
く
光
を
放
っ
た
後
、
轟

音
と
と
も
に
ま
ち
を
襲
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
時
の
人
々
は
「
ピ
カ
ド
ン
」
と
呼
ん
だ
。

爆
発
に
よ
る
熱
線
と
放
射
線
、
衝
撃
波
は
、

一
瞬
に
し
て
ま
ち
を
破
壊
し
、
ま
ち
の

中
心
に
い
た
お
び
た
だ
し
い
人
々
が
、

逃
げ
る
間
も
な
く
亡
く
な
っ
た
。

　
熱
風
と
衝
撃
波
は
、
ま
ち
の
泥
や
チ

リ
を
巻
き
上
げ
、
ま
た
火
災
に
よ
る
ス

ス
が
暖
め
ら
れ
た
空
気
と
一
緒
に
上
昇

し
、
空
気
中
の
水
と
混
ざ
っ
て
、
黒
い

雨
を
ま
ち
に
降
ら
せ
た
。

人類初の原子爆弾が投下された広島。アメリカが広島を目標に決めた理由の一つが目標
都市の中で唯一連合国軍の捕虜収容所がないと思われていたことがあった。目標に決定
した広島は、原子爆弾の投下まで空襲が禁止されていた。そのため、広島の人々は日本
の多くの都市が空襲されるなかで、大規模な空襲がないのを不思議がっていたとも言わ
れている。写真は安佐南区古市から見たきのこ雲。【写真：広島平和記念資料館提供】

突
然
の
惨
劇
に
遭
遇
し
た
大
竹
の
民

まちを動かす　ひと・夢・こころ

大竹と原爆のお話
周年
企画60

建物疎開のために
広島へ向かった
玖波・小方・大竹の

義勇隊

　
昭
和
20
年
当
時
、
大
竹
市
域
に
住
ん
で

い
た
旧
制
中
学
生
以
上
の
学
生
は
、
ほ
と

ん
ど
広
島
市
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
。
そ

の
多
く
の
学
生
が
学
徒
動
員
令
に
よ
り
、

事
業
所
・
工
場
で
の
作
業
や
建
物
疎
開
に

従
事
し
、
全
労
働
者
の
４
分
の
１
が
学
徒

動
員
の
学
生
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。

　
８
月
６
日
は
、
爆
心
地
か
ら
１
〜
２
キ

ロ
の
範
囲
内
で
建
物
疎
開
の
作
業
が
行
わ

れ
て
い
た
。
数
万
人
も
の
学
生
が
作
業
を

行
っ
て
い
る
な
か
、
原
子
爆
弾
が
投
下
。

爆
心
地
か
ら
近
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
外

で
作
業
す
る
生
徒
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
生
徒
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
。
６
、
０
０
０
人
以
上
の
生
徒
が
亡
く

な
っ
た
な
か
で
大
竹
市
域
の
学
生
も
１
２

０
人
以
上
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

広島で散った
大竹の若い命

動員
学徒

（
上
）先
発
の
大
竹
隊
が
被
爆
し
た
天
満
町
に
あ
る
天
満
橋
の
よ

う
す
。電
柱
が
倒
さ
れ
、ま
ち
の
形
は
な
い
。

（
中
）後
発
の
大
竹
隊
が
、こ
の
己
斐
橋
を
渡
っ
て
目
的
地
に
向
か

お
う
と
し
て
い
た
と
き
に
爆
発
が
起
こ
っ
た
。こ
こ
で
も
か
な
り

の
衝
撃
波
が
人
々
を
襲
っ
た
と
い
う
。

（
下
）小
方
隊
が
作
業
に
と
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
土
橋
付
近

の
よ
う
す
。鉄
柱
は
折
れ
、見
え
る
建
物
も
骨
組
み
だ
け
と
な
っ

て
い
る
。【
写
真
：
広
島
平
和
記
念
資
料
館
提
供
】

（右）原爆ドームの南側に建立されている動員学徒
の慰霊塔。これから伸び行く若者が命を絶たれた
ことから、塔は逆三角形のような形状となっている。
（上）建物疎開を描いた絵。空襲による延焼を防ぐ
ために、市内中心部の約１３０の建物の取り壊しが
行われていた。【所蔵：広島平和記念資料館】
［参考資料：大竹市史］
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意
識
が
朦
朧
と
し
た
状
態
で
逃
げ
る
中
、

揺
れ
動
く
赤
黒
い
太
陽
は

丸
に
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
は
、
市
内
の
中
学
生
全
員
が
疎

開
作
業
の
日
で
し
た
。
他
校
が
市

内
の
現
場
に
直
接
集
合
す
る
中
、
私
た
ち

が
通
う
比
治
山
高
等
女
学
校
で
は
、
校
長

先
生
の
指
示
で
学
校
に
集
合
し
て
か
ら
作

業
現
場
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
比
治
山
高
等
女
学
校
の
生
徒

は
、
原
子
爆
弾
の
直
撃
を
避
け
、
多
く
の

生
存
者
を
出
し
ま
し
た
。
校
長
先
生
は
自

身
の
空
襲
体
験
か
ら
、
気
象
と
空
襲
の
関

係
を
研
究
し
て
い
て
、
爆
弾
投
下
の
前
夜

が
星
の
美
し
い
快
晴
で
、
無
風
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
空
襲
の
確
率
が
高
い
と
判
断

し
、
現
場
到
着
を
遅
ら
せ
る
手
段
を
講
じ

た
と
い
う
こ
と
を
、
後
に
知
っ
て
驚
き
ま

し
た
。
現
場
集
合
だ
っ
た
ら
私
は
生
き
て

い
ま
せ
ん
。
先
生
の
お
か
げ
で
今
の
私
は

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
爆
発
の
と
き
は
、
ち
ょ
う
ど
学
校
の
教

室
に
い
ま
し
た
。
す
ご
い
音
が
響
き
渡
り
、

音
が
や
ん
で
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
見
る
と
、

ま
わ
り
に
い
た
人
た
ち
が
い
な
く
な
り
、

中
央
に
４
、
５
人
が
血
だ
ら
け
で
倒
れ
て

い
ま
し
た
。
急
い
で
校
舎
を
飛
び
降
り
、

家
に
帰
ろ
う
と
し
た
ら
、
西
側
の
道
路
は

通
行
止
め
。
仕
方
な
く
人
の
流
れ
に
乗
っ

て
東
側
へ
逃
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
意
識

が
朦
朧
と
し
て
、
ど
こ
を
ど
う
歩
い
た
の

か
ま
っ
た
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

揺
れ
動
く
赤
黒
い
太
陽
の
形
が
、
丸
に
は

見
え
な
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
翌
日
、
家
へ
帰
っ
て
み
る
と
、
木
の
部

分
は
全
部
燃
え
て
瓦
だ
け
が
屋
根
の
形
に

残
っ
て
い
る
中
、
母
が
手
を
組
み
、
祈
る

よ
う
な
姿
勢
の
ま
ま
亡
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
核
兵
器
は
一
瞬
で
多
く
の
人
の
命
を
奪

い
ま
す
。
身
を
持
っ
て
核
兵
器
の
怖
さ
を

知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も
核

兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市内に架かる橋は燃え、
けがをした腕をかばいながら、
川を渡るのはとても大変でした。

は
、
昭
和
20
年
４

月
に
母
と
妹
と
母

の
実
家
が
あ
る
玖
波
に
移

り
住
み
ま
し
た
。
当
時
私

は
13
歳
。
広
島
市
第
一
中

学
校
に
編
入
で
き
た
も
の

の
、
学
徒
動
員
で
南
区
の

大
洲
に
あ
る
ネ
ジ
切
り
の

工
場
で
働
か
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。「
勉
強
す

る
た
め
に
学
校
に
入
っ
た
の
に
」
と
、
と

て
も
傷
つ
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
８
月
６
日
の
朝
、
い
つ
も
の
よ
う
に
工

場
に
着
い
た
と
き
、『
ド
ン
』
と
大
き
な

音
が
鳴
り
、
爆
風
が
吹
い
た
の
で
す
が
、

原
子
爆
弾
が
落
ち
た
こ
と
を
先
生
も
含
め

て
誰
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
に
か
く
家
に
帰
ら
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
、
大
洲
か
ら
廿
日
市
ま
で
歩
き
ま

し
た
。
帰
る
途
中
、
広
島
市
内
に
架
か
る

橋
が
燃
え
て
い
た
た
め
、
川
の
中
を
歩
い

て
向
こ
う
岸
ま
で
渡
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
爆
風
で
飛
ん
で
き
た
ガ
ラ

ス
で
腕
が
パ
ッ
ク
リ
割
れ
て
い
た
の
で
、

そ
の
傷
を
か
ば
い
な
が
ら
渡
る
の
は
と
て

も
大
変
で
し
た
。
廿
日
市
に
着
い
た
の
は

７
日
の
午
前
１
時
頃
。
そ
こ
か
ら
は
電
車

に
乗
り
、
無
事
家
に
帰
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
玖
波
の
国
民
学
校
が
救
護
所

と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
負
傷
者
が
運
ば
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
、

死
体
を
燃
や
す
赤
い
炎
が
家
か
ら
見
え
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
異
様
な
光
景

で
し
た
。
８
月
15
日
に
玉
音
放
送
が
流
れ

た
と
き
は
「
や
っ
と
戦
争
が
終
わ
っ
た

…

」
と
い
う
気
持
ち
と
こ
れ
か
ら
の
期
待

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
だ
ん
だ
ん
被
爆
者
の
数
が
少
な
く
な
り
、

平
和
祈
念
式
典
を
守
り
、
当
時
の
様
子
を

語
り
継
ぐ
こ
と
は
我
々
だ
け
で
は
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
行
政
と
し
て
、
平

和
を
ど
う
考
え
、
ど
う
訴
え
て
い
く
か
、

考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

広島のまちのあちらこちらから
火の手があがり、焼野原になるのを
震えながら見ていました。

時
、
私
は
16
歳
で
、
学
徒
動
員
と

し
て
ト
ラ
ッ
ク
の
機
械
器
具
や
運

転
を
学
ぶ
た
め
、
南
区
に
あ
る
機
甲
訓
練

所
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
６
日
の
朝
は
訓
練
所
の
中
に
い
ま
し
た
。

Ｂ
29
の
旋
回
す
る
音
が
今
で
も
耳
に
残
っ

て
い
ま
す
。
以
前
、
学
徒
動
員
で
呉
市
の

広
に
い
た
と
き
に
も
空
襲
に
遭
っ
た
経
験

か
ら
、
ま
た
爆
弾
を
落
と
す
の
で
は
な
い

か
と
仲
間
と
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
、
青
白
い
よ
う
な
黄
色
い
よ

う
な
稲
妻
み
た
い
な
も
の
が
目
の
前
を
走

り
、
そ
の
後
、『
ド
ー
ン
』
と
す
さ
ま
じ

い
音
が
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
す
ぐ
に
校

舎
を
飛
び
降
り
、
芝
生
に
伏
せ
ま
し
た
。

周
り
は
真
っ
暗
に
な
り
、
し
ば
ら
く
し
て

目
を
開
け
る
と
、
校
舎
が
折
れ
曲
が
っ
て

落
ち
か
け
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
広

島
の
市
街
地
の
方
向
は
あ
ち
こ
ち
か
ら
火

の
手
が
あ
が
り
、
焼
け
野
原
に
な
る
の
を
、

震
え
な
が
ら
見
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、
己
斐
駅
ま
で
走
っ
て
逃
げ
ま

し
た
が
、
道
中
に
架
か
る
橋
の
た
も
と
に

は
、「
水
を
く
だ
さ
い
」
と
繰
り
返
す
人

た
ち
が
あ
ふ
れ
、
川
に
は
死
体
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。
荷
馬
車
の
馬
が
腹
か
ら
煙
を

出
し
て
死
ん
で
い
た
の
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
何
と
か
家
ま
で
帰
り

ま
し
た
が
、
体
調
が
悪
く
な
り
髪
も
抜
け
、

何
日
間
も
寝
こ
み
ま
し
た
。

　
以
前
、
広
島
市
長
が
平
和
祈
念
式
典
の

中
で
「
こ
が
ぁ
な
つ
ら
い

目
に
、な
ん
で
遭
わ
ん
に
ゃ

い
け
ん
の
ん
か
い
の
ぅ
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し

た
が
、
私
も
ま
さ
に
そ
う

思
い
ま
す
。
誰
も
こ
ん
な

つ
ら
い
目
に
遭
っ
て
は
い

け
な
い
、
そ
う
強
く
思
い

ま
す
。

ピ
カ
ッ
と
光
っ
た
と
思
っ
た
ら
家
の
下
敷
き
に
。

辺
り
は
と
て
も
静
か
で
真
っ
暗
で
し
た
。

和
20
年
当
時
は
、
広
島
駅
の
裏
に

あ
る
練
兵
場
の
近
く
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
６
日
の
朝
は
、
広
島
駅
に
い
ま

し
た
が
、
空
襲
警
報
が
鳴
っ
た
の
で
急
い

で
家
に
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
て
家
に
着
い

た
と
き
に
、
ピ
カ
ッ
と
光
っ
た
と
思
っ
た

ら
、
次
の
瞬
間
に
は
家
の
下
敷
き
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
気
が
付
く
と
、
辺
り
は
と

て
も
静
か
で
真
っ
暗
で
し
た
。
瓦
礫
の
中

で
か
す
か
に
光
の
射
す
方
向
に
向
か
っ
て

外
に
出
て
み
る
と
、
辺
り
一
面
焼
け
野
原

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
心
配
し
て
家
ま
で
探
し
に
来
て
く
れ
た

叔
父
が
、
裸
足
で
立
っ
て
い
る
私
を
見
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
父
が
大
や

け
ど
で
治
療
を
受
け
て
い
る
と
聞
い
た
の

で
、
急
い
で
父
の
と
こ
ろ
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。
父
は
、
顔
が
真
っ
黒
に
焼
け
て
腫

れ
て
横
た
わ
っ
て
お
り
、
会
っ
て
も
父
と

は
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
変
わ
り
果
て
て
い

ま
し
た
。
父
は
「
十
日
市
町
で
大
き
な
ト

ラ
ッ
ク
が
火
の
玉
に
な
っ
て
飛
ん
で
き
て
、

そ
の
下
敷
き
に
な
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
横
た
わ
る
父
の
ま
わ
り
に
は
た
く

さ
ん
の
人
が
同
じ
よ
う
に
倒
れ
て
お
り
、

皆
口
々
に
「
水
、水
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
げ
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、 

苦
し
そ
う
な
姿
に
耐
え
き
れ
ず
、

父
に
も
ま
わ
り
の
人
に
も
水
を
あ
げ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
叔
父
に
連
れ
ら
れ
て
大
竹
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
大
竹
で
は
建
物
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
被
爆
し
た
人

が
い
る
家
庭
で
は
、
薬
を
塗
っ
て
も
体
に

虫
が
く
る
た
め
、
治
療
な
ど
の
手
当
に
苦

労
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
状
況
は
二
度
と
繰

り
返
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
特
に
人
類
を

全
滅
さ
せ
る
核
戦
争
は
絶
対
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

記 憶
の 跡

原子爆弾投下から69年。
当時を知る人は、年々少なく
なっています。あの日の広島
はどうだったのか。当時の
ようすを知るかたがたにお
話しを伺いました。

江藤岩雄さん（82歳　玖波６）

川手廣司さん（85歳　白石１）

大石雅子さん（81歳　元町４）

今井良子さん（83歳　白石２）

6

私

昭

当

　当時は学徒動員として南区の大洲に
ある工場で働いていた。工場に着いた
ときに原子爆弾が爆発した。

　当時は比治山高等女学校の学生。
原子爆弾の爆発時は学校の中にいた。

　当時は学徒動員として南区の機甲
訓練所に通っていた。また、川手さんは
原子爆弾投下より前にあった呉市の
空襲も経験している。

　当時は広島駅の近くに住んでおり、
家にいたときに被爆。家の下敷きに
なったが一命を取り留めた。

も
う

　ろ
う

も
う
ろ
う

が
れ
き
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石田萌々花さん（６年）

　みんなで折った千羽鶴の前で歌いながら、
平和への思いを一つにする児童たち。

　
「
世
界
で
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
た
広
島
。
心
を
一
つ
に
し
て
平
和
へ
の

第
１
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
」
。
体
育

館
に
児
童
の
力
強
い
言
葉
が
響
き
ま
す
。

７
月
11
日
に
玖
波
小
学
校
で
平
和
朝
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
で
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て

つ
く
っ
た
折
り
鶴
。
各
学
年
の
代
表
児
童

が
「
世
界
中
が
け
ん
か
を
し
な
い
で
仲
良

く
い
ら
れ
る
よ
う
に
ク
ラ
ス
の
中
で
も
み

ん
な
仲
良
く
し
ま
す
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
平
和
へ
の
誓
い
を
宣
言
し
、
折
り
鶴
を

捧
げ
て
い
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
の
祈
り
が
込
も
っ
た
千
羽
鶴

は
、
８
月
６
日
に
行
わ
れ
る
原
爆
死
没
者
追

悼
平
和
祈
念
式
典
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　みんなでつくった折り鶴。
６日の平和祈念式典ではみんな
の願いを込めて、奉納したいと
思います。戦争は多くの命が奪
われ、してはいけないと思いま
す。一人一人が自分の意見を持
ちつつも、周りの人の意見を受
け入れて、争いをすることのな
い、楽しく平和な世の中になれ
ばいいなと思っています。

心
に
刻
み
、伝
え
ゆ
く

忘
れ
て
は
い
け
な
い

広
島
に
原
子
爆
弾
が
落
ち
た
こ
と
を
。

多
く
の
大
竹
市
民
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
。

「
八
月
の
青
い
蝶
」

　
　
　
　作

　周
防 

柳

捧げる平和への誓い

祈り

大竹ヒロシマの日

原爆死没者追悼平和祈念式典

８月６日㈬　８時～８時45分
原爆慰霊碑「叫魂」前（総合市民会館前）

　
人
類
初
の
原
子
爆
弾
が
広
島
に
投
下
さ

れ
て
69
年
。
被
爆
者
は
高
齢
化
し
、
当
時

を
知
る
人
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
和
な

世
の
中
が
当
た
り
前
と
思
う
人
た
ち
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
の
日

本
の
平
和
な
姿
が
稀
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
て
、
原
子
爆
弾
の
投
下
を
繰
り
返
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和

へ
の
あ
り
が
た
さ
を
伝
え
て
い
く
責
任
が

私
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。

　
大
竹
の
国
民
義
勇
隊
や
動
員
学
徒
が
、

広
島
市
内
で
被
爆
し
、
多
く
の
人
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
探
し
に
行
く

人
、
手
当
を
す
る
人
な
ど
、
大
竹
は
原
子

爆
弾
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
時
を
知
る
４
人
の
方
に
、
た
ど
っ
て

も
ら
っ
た
当
時
の
記
憶
。
当
時
の
話
は
経

験
し
た
人
し
か
分
か
ら
な
い
、
想
像
を
絶

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
経
験
談
や
想
い
を
心
に
刻
み
、
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら

平
和
へ
の
想
い
を
発
信
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
戦
争
が
こ
の
世
か
ら
な

く
な
る
そ
の
日
ま
で
。

学び、平和を考える

平和へのおもい  

　「平和へのおもい」と題して、ミニミニ原
爆展をはじめとする、平和に関する資料を展
示。この機会に「平和」について考えてみま
せんか。
と　き　８月１日㈮～９月１日㈪（午前中）
　　　　※　閉館時を除く。
ところ　総合市民会館ロビー
内　容　
原爆パネルの展示、大竹港海外引き揚げの記
録やアニメ「めぐみ」のDVD上映。また、
大竹海兵団に関する資料も展示。そのほかに
も原爆に関する書籍の紹介も行います。

原爆の日
終戦記念日に
黙とうを

　広島市・長崎市に原爆が投下されて69年。
原爆によって死没された人々の冥福と世界の
恒久平和を祈って、１分間の黙とうを捧げま
しょう。
　また終戦記念日には、東京で全国戦没者追
悼式が行われます。戦没者の冥福を祈りま
しょう。原爆の日および終戦記念日には、防
災無線でサイレンを鳴らします。
原爆の日
　広島市　８月６日㈬　８時15分
　長崎市　８月９日㈯　11時２分
終戦記念日　８月 15日㈮　12時

問い合わせ 企画財政課 ☎59２１２５

問い合わせ 市原爆被爆者協議会（藤川宅） ☎53２９３３

学
生
時
代
を
大
竹
で
過
ご
し
た

作
者
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。「
昭
和
20

年
８
月
の
朝
、
広
島
。
果
た
さ

れ
な
か
っ
た
一
つ
の
約
束―

」。

広
島
や
大
竹
の
情
景
の
描
写
が

物
語
の
理
解
を
深
め
る
。

平和な今を生きているからこそ、平和の尊さ
を学び、平和への願いを折り鶴に託す子ども
たちの姿があった。

展 示

まちを動かす　ひと・夢・こころ

大竹と原爆のお話
周年
企画60

ま
れ
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まちを動かす　ひと・夢・こころ

市制施行 60 周年市民提案事業
周年
企画60

（表）きを（お）つけようの標語 （裏）市制施行60周年記念ロゴマーク

カメ
ラスケッチ

C
AMERA  SKET
CH

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
平
成
26
年
９
月

１
日
、大
竹
市
は
市
制
施
行
60
周

年
を
迎
え
ま
す
」）ま
た
は
、広
報

お
お
た
け
５
月
号
10
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
市
内
在
住
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ

「
メ
ロ
ー
イ
エ
ロ
ー
」が
、ゲ
ス
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
と
も
に
、素
敵
な

ひ
と
時
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
。

　
週
末
の
夜
を
卓
越
し
た
生
音

楽
器
に
よ
る
演
奏
と
と
も
に
、飲

ん
だ
り
食
べ
た
り
し
な
が
ら
、過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
パ
ス
タ
デ
ィ
ナ
ー

（
１
、５
０
０
円
）が
あ
り
ま
す
。

（
要
予
約
）

と
　
き

　
８
月
９
日
㈯

　
19
時
〜
20
時
30
分（
17
時
30
分

開
場
。食
事
は
18
時
か
ら
）

と
こ
ろ

　
ｈｕ
ｉ
ｔ
∞【
ユ
イ
ッ
ト
】

ふ
れ
あ
い
通
り（
新
町
１-

６-

５
）

☎
㉘
２
９
０
８

定
　
員
　
30
人（
申
込
順
）

参
加
料

　
５
０
０
円（
飲
食
物
持
ち
込
み

不
可
）

ゲ
ス
ト
出
演

●
西
島 

瞳
さ
ん（
広
島
市
在
住
）

　
幼
い
頃
か
ら
多
ジ
ャ
ン
ル
の
音

楽
を
聴
い
て
育
つ
。マ
ラ
イ
ア

キ
ャ
リ
ー
な
ど
の
カ
バ
ー
か
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
ま
で
、そ
の
パ
ワ
ー

あ
ふ
れ
る
歌
唱
力
は
必
見
。

●
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｎ（
広
島
市
）

　
原
田
忠（
ボ
タ
ン
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
）と
ニ
シ
ウ
ラ
ト
モ
ア
キ（
マ
カ

フ
ェ
リ
ギ
タ
ー
）に
よ
る
ア
コ
ー

ス
テ
ィッ
ク
ユ
ニッ
ト
。オ
リ
ジ
ナ

ル
、ジ
プ
シ
ー
ス
ウ
ィ
ン
グ
、ミ
ュ

ゼ
ッ
ト
、ル
ン
バ
な
ど
を
演
奏
。

申
し
込
み

　
直
接
電
話
で
O
h
!
バ
ン
ブ
ー

倶
楽
部
へ
。

スライドで見るふるさとの歴史・文化財
問い合わせ　大竹市歴史研究会事務局 畠中宅 ☎52７４８４

市
制
施
行
60
周
年
市
民
提
案
事
業

第5回音楽喫茶おおたけ
問い合わせ　Ｏｈ！バンブー倶楽部
（代表 前田携帯☎090-9509-2511）

く　ら　ぶ

8/9
（土）

8/23
（土）

納期限
平成26年度

問い合わせ　市民税務課☎59２１２７

９月１日
ご注意ください
○納めるとき、お届けしている納
付書を使用してください。

○大竹市指定金融機関などに納
めてください。

（第２期分）
（第２期分）
（第２期分）
（第２期分）

市 県 民 税
国民健康保険料
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

ト
　
ン
　
ト
　
ン

募 集
締
切
迫
る
！

８
月
20
日
㈬
ま
で

あ
な
た
の
思
い
を
曲
に

大
竹
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
や

応
援
ソ
ン
グ

市
制
施
行
60
周
年
記
念

税
務
相
談
会
開
催

内　容
 〈第一話〉西国街道
　鳴川の石畳から木野川渡しまでをスライドを見ながら解説します。
 〈第二話〉大竹三大祭り
　大竹祭、小方祭、玖波祭の奴行列の特徴と違いを紹介します。
と　き　８月23日㈯  13時30分～15時30分
ところ　総合市民会館 西国街道

大竹祭玖波祭小方祭

問
い
合
わ
せ

  

市
民
税
務
課 

☎
59
２
１
２
８

　
当
相
談
会
で
は
中
国
税
理
士

会
所
属
の
税
理
士
に
、無
料
で

税
の
個
人
相
談
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
、来
年
度
は
相
続
税（
国

税
）の
大
き
な
改
正
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
９
月
11
日
㈭

　
13
時
〜
16
時（
１
人
30
分
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁

申
し
込
み

　
電
話
で
市
民
税
務
課
へ
。

（
右
）常
に
笑
顔
で
講
演
し

た
ノ
ア
講
師
。会
場
は
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
た
。

（
下
）外
国
人
の
先
生
に
、少

し
緊
張
し
な
が
ら
も
、ニ
ン

ジ
ン
の
カ
ッ
ト
に
挑
戦
中
。

（
右
下
）「
あ
と
少
し
」。表
現

は
世
界
共
通
。

優雅な日本舞踊を披露した
「ABEATクラブ」

（上）丁寧に下敷きを作製
する大竹高校生徒会のメ
ンバー。
（下）「大切に使います」と
下敷きを受け取った代表
の児童たち。

他国を知ることが、
多文化共生への第一歩

総合市民会館（料理教室）・
ギャラリーおおたけ（講演会）

　大竹国際交流協会が、国際料理教室と国際理解
講演会を開催。料理教室（6月）には、32人が参加。
ローリー・マクナルティさんを講師に、ギネスシ
チューやコルカノン（ジャガイモ料理）などのアイル
ランド料理を作りました。
　講演会（7月）には42人が参加。ノア・マシンスカ
スさんが「私から見たアメリカの学校制度」をテー
マに講演。祖父に誘われて参加した松本瑞穂さん
（19歳）は「アメリカへの親近感が強くなりました」
と笑顔で感想を聞かせてくれました。

会場を包む、元気な歌声
アゼリアホール

　童謡みんなで歌いましょうが開催され、懐かしく心和む
童謡の調べが会場に響いた。オープニングは、ダンスサー
クルＡＢＥＡＴクラブによる日本舞踊。優雅な舞いに会場が
魅了された。続いて、市内の保育所や団体16グループが
練習の成果を披露した。

216

216

57

「きを（お）つけよう」を守って
安全で楽しい夏休みに

大竹高校（下敷き作製）・大竹小学校（贈呈式）
　大竹高校生徒会、警察署、少年補導協助員連絡協議会が共同して、
非行防止合言葉「きを（お）つけよう」の下敷き８００枚を作製し（6月）、
児童が安全で楽しい夏休みが送れるよう、市内４小学校４～６年生に
配布された。大竹小学校で贈呈式（7月）が行われ、大竹高校生徒会
長、警察署長、少年補導協助員連絡協議会長から児童代表３人に下敷
きが手渡
された。

286 87

（
上
）元
気
な
歌
声
で
会
場
を
盛

り
上
げ
た「
立
戸
保
育
所
ハ
ッ

ピ
ー
フ
レ
ン
ズ
」

（
右
）歌
う
笑
顔
が
素
敵
な「
は
ら

ぺ
こ
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
」

アビート
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８
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
へ
、
新
し
い
紫
色
の
被
保
険
者
証

が
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
７
月
下
旬
に
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
大
竹
市
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る
方
へ
、
新
し
い
紫
色
の
被

保
険
者
証
（
保
険
証
）
を
市
か
ら
郵
送

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
70
歳
以
上
の
方

の
保
険
証
に
は
保
険
証
兼
高
齢
受
給
者

証
と
表
示
し
て
い
ま
す
。（
１
枚
に
な
り

ま
し
た
）

　
　
７
月
下
旬
に
は
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
届
い
て
い
な
い
方

　
あ
て
先
不
明
で
届
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
保
険
介
護
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
紛
失
な
ど
に
よ
り
保
険
証
を
な
く

し
た
場
合
は
、
再
交
付
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
印
鑑
と
免
許
証
な
ど
顔
写
真
つ
き

の
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
の
上
、
保
険
介
護
課
ま
た
は
お
近
く

の
支
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

  

国
保
ミ
ニ
知
識

必
ず
、
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

①
就
職
や
退
職
な
ど
で
、

　
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合

　
就
職
し
て
、
会
社
か
ら
保
険
証
を
受
け

取
っ
た
ら
、
保
険
介
護
課
ま
た
は
お
近
く

の
支
所
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
社
会
保
険

に
加
入
し
た
こ
と
を
、
市
は
把
握
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
国
保
に
加
入
し
た
ま

ま
に
な
り
、
保
険
料
が
掛
か
り
続
け
ま
す
。

　
ま
た
退
職
し
た
場
合
は
、
会
社
か
ら
資

格
喪
失
証
明
書
を
渡
さ
れ
ま
す
の
で
、
証

明
書
の
発
行
日
か
ら
14
日
以
内
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
書
類
な
ど
が
そ
ろ
っ

て
い
れ
ば
、
そ
の
場
で
国
保
の
保
険
証
を

発
行
し
ま
す
。
た
だ
し
、
代
理
人
の
場
合
は
、

委
任
状
が
な
け
れ
ば
郵
送
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
と
、

国
保
に
加
入
す
る
場
合
と
で
異
な
り
ま
す
。

○
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
　

　
加
入
者
全
員
の
「
社
会
保
険
証
」（
い
つ

時
点
で
社
会
保
険
に
加
入
し
た
か
を
確
認

す
る
た
め
）、「
印
鑑
」、「
国
保
の
保
険
証
」

の
３
点
が
必
要
で
す
。

○
国
保
に
加
入
す
る
場
合
　

　「
資
格
喪
失
証
明
書
」（
資
格
の
喪
失
日

や
喪
失
し
た
人
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
）、

「
印
鑑
」、「
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
」

の
３
点
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
65
歳
未

満
の
方
は
、
年
金
証
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

思
わ
ぬ
落
と
し
穴
に
気
を
付
け
よ
う

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
へ
連
絡

　
会
社
な
ど
に
就
職
し
、
社
会
保
険
な
ど

に
加
入
し
た
ら
、
加
入
日
を
確
認
し
、
治

療
を
受
け
て
い
る
医
療
機
関
へ
、
す
ぐ
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
後
、
国
保

の
保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
は
、
自
己
負

担
し
て
い
な
い
医
療
費
部
分
（
窓
口
で
３

割
支
払
っ
て
い
た
場
合
は
、
残
り
の
７
割

部
分
の
医
療
費
）
を
返
納
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の

Ｑ
．
就
職
し
て
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し

た
け
ど
、
す
ぐ
に
保
険
証
が
届
か
ず
、
し

か
た
な
く
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
場
合
も
医
療
費
の
返
納
の

対
象
に
な
る
の
で
す
か
。

Ａ
．
返
納
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
会
社
で

社
会
保
険
な
ど
の
加
入
の
証
明
書
を
発
行

し
て
も
ら
う
か
、
医
療
機
関
に
事
情
を
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
己
負
担
分
以
外
の
医
療
費
は
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
期
日
を
守
っ
て
正
し
く
保

険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
会
社
都
合
な
ど
で
職
場
を

　
退
職
し
た
場
合

　
会
社
の
倒
産
や
解
雇
、
雇
用
期
間
満
了

な
ど
の
理
由
で
職
場
を
退
職
し
た
方
の
国

民
健
康
保
険
料
は
、
届
け
出
に
よ
り
一
定

期
間
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

交
付
す
る
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、

「
保
険
証
」、「
印
鑑
」
を
持
参
し
て
、
保

険
介
護
課
ま
た
は
支
所
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

③
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か
ら
傷
病
を

受
け
た
場
合
、
必
ず
保
険
介
護
課
に
連
絡

を
し
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
本
来
、
治
療
費
は

加
害
者
が
支
払
う
も
の
で
す
が
、
一
時
的

に
国
保
が
立
て
替
え
払
い
を
し
、
あ
と
か

ら
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。
ま
た
、
示
談

を
さ
れ
る
場
合
は
、
示
談
の
前
に
必
ず
保

険
介
護
課
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

保
険
介
護
課
☎
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２
１
４
１

申
し
込
み
期
限

○
持
参
に
よ
る
申
し
込
み

　
８
月
４
日
㈪
〜
22
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

○
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

　
８
月
22
日
㈮
ま
で
の
消
印
の
あ

る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
。
申
込
書
を
折
ら
ず
に
封
筒

に
入
れ
、
封
筒
の
表
に
「
受
験

申
込
」
と
赤
色
で
明
記
し
、
総

務
課
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
８
月
20
日
㈬
以
後
に
投

函
す
る
場
合
は
、
速
達
に
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

○
所
定
の
申
込
書
（
総
務
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
書
に
最
近
撮
影
し
た
正
面

向
き
、
上
半
身
無
帽
の
写
真

（
縦
５
㎝×

横
４
㎝
）
を
貼
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
返
信
用
封
筒
（
受
験
票
返
送

用
）
〔
長
型
３
号
（
12
㎝×

23.
5
㎝
）
の
封
筒
に
、
82
円

切
手
を
貼
り
、
郵
便
番
号
・
あ

て
先
・
名
前
を
明
記
し
た
も

の
〕
が
１
部
必
要
で
す 

。

提
出
先
　
〒
７
３
９-
０
６
９
２

　
大
竹
市
小
方
１-

11-
１

　
大
竹
市
総
務
部
総
務
課
職
員
秘

書
係

受
験
票
の
送
付

　
受
験
票
は
、
８
月
末
日
頃
に
受

験
番
号
を
記
入
し
て
返
送
し
ま

す
。
９
月
５
日
㈮
ま
で
に
到
着
し

な
い
と
き
は
総
務
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

合
否
発
表

　
合
格
者
の
受
験
番
号
を
大
竹
市

役
所
本
庁
舎
１
階
掲
示
場
（
南
玄

関
前
）
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
合
格
者
に
は
個
別
に
通
知

し
ま
す
。
（
１
次
試
験
の
合
格
発

表
は
10
月
７
日
㈫
）

採
　
用
　

○
最
終
合
格
者
は
、
職
種
ご
と
に

採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
ま

す
。
こ
の
名
簿
の
有
効
期
間

は
、
原
則
と
し
て
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

○
採
用
は
、
原
則
と
し
て
平
成
27

年
４
月
１
日
以
降
で
、
名
簿
に

基
づ
き
、
順
次
採
用
を
決
定
し

ま
す
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、

「
永
住
者
」
ま
た
は
「
特
別
永

住
者
」
の
在
留
資
格
、
あ
る
い

は
日
本
国
籍
を
取
得
見
込
み
の

方
は
、
平
成
27
年
３
月
末
日
ま

で
に
取
得
で
き
な
い
場
合
、
採

用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま
す
。

○
保
育
士
の
資
格
を
取
得
見
込
み

の
方
は
、
平
成
27
年
３
月
末
日

ま
で
に
取
得
で
き
な
い
場
合
、

採
用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま

す
。

平
成
27
年
度
採
用
予
定
の

市
職
員

募
集
問
い
合
わ
せ 

総
務
課
☎
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２
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２
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※　初任給は平成26年４月１日現在で、学歴、年齢に応じておおむね144,500円から178,800円ですが、
　学校を卒業後、経験年数を持つ方は、前歴を換算して初任給を決定します。

１次試験日・場所 職 種 定 員 対　象

と　き
　９月21日（日）
　９時30分～

ところ
　ギャラリーおおたけ
（市立図書館２階）、
総合市民会館

試 験 内 容 留 意 事 項

３次試験
（一般事務職のみ）

２次試験 日程は、１次試験の合格者に別途通知します。試験内容は、個人面接、集団討論、小論文試験です。

一　般
事務職

土　木
技術職

保育士職

２人
程度

１人
程度

１人
程度

日程は、２次試験の合格者に別途通知します。試験内容は、個人面接です。

　昭和63年４月２日以
降に生まれた方（平成
27年４月１日の年齢で
26歳までの方）

　昭和54年４月２日以
降に生まれた方（平成
27年４月１日の年齢で
35歳までの方）

　昭和63年４月２日以
降に生まれた方（平成
27年４月１日の年齢で
26歳までの方）で、保育
士の資格を有する方（平
成27年３月末日までに
資格を取得する見込み
の方を含む）

○教養試験（択一式）
　出題分野は、社会、人文、自然に関する一般
知識、文章理解、判断推理、数的推理、資料解
釈に関する一般知能です。
○職場適応性検査

　地方公務員法第16条の「欠格
条項」に該当する方は受験できま
せん。
　また、次に該当する日本国籍を
有しない方も受験できます。ただし、
採用後、公権力の行使または公の
意思の形成に参画する職に就くこ
とができません。
○出入国管理及び難民認定法（昭
和26年政令第319号）による永
住者（平成27年３月末日までに
取得見込みの方を含む）

○日本国との平和条約に基づき日
本の国籍を離脱した者等の出入
国管理に関する特例法（平成３
年法律第71号）による特別永住
者（平成27年３月末日まで取得
見込みの方を含む）

○専門試験（択一式）
　出題分野は、数学・物理、応用力学、水理学、
土質工学、測量、土木計画（都市計画を含む）、
土木施工です。
○職場適応性検査

○専門試験（択一式）
　出題分野は、社会福祉、児童家庭福祉（社会
的養護を含む）、保育の心理学、保育原理、保
育内容、子どもの保健（精神保健を含む）です。
○職場適応性検査
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Ｑ
市
特
定
健
診
は
誰
が
対
象
な
の
？

Ａ
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
〜
74
歳
の
方
が
対
象
だ
ゾ
ウ
。

　平
成
26
年
度
途
中
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
た
方
は
、社
会
健
康

課
に
申
請
が
必
要
で
す
。

Ｑ
健
康
と
感
じ
て
い
る
け
ど
？

Ａ
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に

な
る
前
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
だ
ゾ
ウ
。

　生
活
習
慣
病
は
、自
覚
症
状
が
な

い
ま
ま
進
行
し
、気
付
い
た
と
き
に

は
重
症
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多

く
あ
り
ま
す
。健
康
と
感
じ
て
い
る

と
き
こ
そ
、健
診
が
大
切
で
す
。

Ｑ
市
特
定
健
診
は
ど
ん
な
検
査
が

あ
る
の
？

Ａ
左
の
表
を
見
て
み
る
ゾ
ウ
。

Ｑ
検
査
の
結
果
が
異
常
な
し
だ
っ

た
ら
来
年
は
受
け
な
く
て
も
い
い

で
し
ょ
？

Ａ
毎
年
の
健
診
が
大
切
だ
ゾ
ウ
。

　毎
年
の
健
診
を
す
す
め
る
の
は

生
活
習
慣
の
見
直
す
き
っ
か
け
の
た

め
に
も
大
切
で
す
。異
常
な
し
で
あ

っ
て
も
油
断
は
禁
物
。毎
年
の
健
診

で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
活
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

Ｑ
大
腸
が
ん
検
診
は
全
員
無
料
だ

け
ど
、そ
の
他
の
が
ん
検
診
や
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
の
自
己
負
担
額
が

免
除
に
な
る
の
は
誰
？

Ａ
平
成
25
年
度（
平
成
24
年
分
）の

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
だ
ゾ
ウ
。

　検
診
を
受
診
す
る
前
に
、社
会
健

康
課
に
申
請
が
必
要
で
す
。※　大竹市独自の検査項目として実施しています。

ヘモグロビンＡ１ｃはここ１～２カ月くらいの血糖値
がわかり糖尿病のリスクを判定する目安となり、血
清クレアチニンは腎臓の働き具合を検査します。

なが～く元気でいるための健康ゾウ進のおはなし

市特定健診と大腸がん検診が無料で受診できます
～生活習慣病の予防に健診を受けるゾウ～

問い合わせ　社会健康課☎ 59２１５３

10月の集団健診（検診）の日程
日　程 会　場 健診種別 申し込み締め切り

10月 1日㈬

10月 2日㈭

10月 3日㈮

10月 4日㈯

8月29日㈮まで

1

2

3※

4
※　10月3日（金）は女性のみの受診日です。託児もあります(要予約）
　10月3日（金）の子宮頸がん、乳がん検診は受付終了しました。
　ただし、特定・一般健診、胃がん、肺がん、大腸がん、肝炎ウイルス検診は受け付けています。 

旧小方中学校体育館
（大竹市役所横）

駐車場は十分にあります。
＜受付時間＞

8時30分～10時30分

特定健診・一般健診
胃がん検診、肺がん検診

大腸がん検診
子宮頸がん検診、乳がん検診

肝炎ウイルス検診

集団健診（検診）を受診した方には、
もれなく「健康手帳」と「こいこいバ
スの乗車券」をプレゼントするゾウ。

質問項目（問診）
身体計測
　身長、体重、BMI、腹囲
血圧
脂質検査
　中性脂肪、HDL-コレステロール、
　LDL-コレステロール
肝機能検査
　AST(GOT)、ALT(GPT)、
　γ-GT(γ-GTP）
血糖検査
　空腹時血糖、ヘモグロビンA1c（※）
尿検査
　尿糖、尿蛋白
腎機能検査
　血清クレアチニン（※）

集団健診（検診）10月実施分 申し込みは8月29日㈮まで！
電話で申し込みができます。
健診（検診）専用電話　☎59２１５５
受付時間
８時30分～17時15分（土・日曜日、祝日除く）
※　電話で申し込みが難しい方には、支所に申し込み用紙があります。

大竹市特定健診の検査項目

問い合わせ　社会健康課 ☎59２１５３

総合介護予防教室事業

持参物：タオル、運動靴、飲み物、敷マットまたはバスタオル（ゆる体操・悩み別）、リュックと帽子（ウオーキング、ノルディック・ウオーキング）。
※１　３Ｂ体操、ノルディック・ウオーキングは予約が必要です。
※２　今月の悩み別教室は、肩まわりです。

8月の運動教室

申し込み・問い合わせ 社会福祉協議会（☎52２２７５）へ。

日 月 火 水 木 金 土
1

8

ゆる体操
サントピア大竹
13時30分～15時

ゆる体操
サントピア大竹
13時30分～15時

4
3Ｂ体操※１
小方公民館

13時30分～15時

22

29

ゆる体操
サントピア大竹
13時30分～15時

ゆる体操
サントピア大竹
13時30分～15時

21

28

悩み別教室※２
サントピア大竹
13時30分～14時30分

13

ウオーキング教室
サントピア大竹
13時30分～14時30分

18

25

転倒予防体操
サントピア大竹
10時～11時30分

19
脳トレ・筋トレ教室
総合市民会館

13時30分～14時30分

転倒予防体操
サントピア大竹
10時～11時30分

ノルディック・ウオ
ーキング教室※１
サントピア大竹
13時30分～15時

８月の教室紹介～転倒予防体操～
　高齢になるにつれ、さまざまな身体機能低下により、何気ない場
所で転倒することが多くなってきます。
　このようにならないためには転倒しにくい下半身づくりを行うこ
とが重要です。
　転倒予防体操は、イスに座って行う、下半身の筋力トレーニング
です。体力に自信が無い方でも無理なくできる体操です。

健康増進キャラクター ゾウのしんちゃん
体操の様子

〜
運
動
し
て
い
る
人
も
、

　
　運
動
し
て
い
な
い
人
も
〜

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

　「リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
」「
運
動
不
足

を
解
消
し
た
い
」な
ど
、あ
な
た
の
体
力

に
あ
わ
せ
た
運
動
を
行
って
い
ま
す
。

と
　き

　毎
週
水
曜
日

　14
時
〜
15
時
30
分

　※

　13
日
は
お
休
み
で
す
。

と
こ
ろ

　総
合
市
民
会
館

対
　象

　市
内
在
住
の
方

　（お
お
む
ね
60
歳
以
上
）

持
参
品

　タ
オ
ル
、飲
み
物
、運
動
し
や
す
い
服

装
、運
動
靴

定
　員
　20
人
程
度

※

　教
室
の
参
加
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。当
日
教
室
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。 問

い
合
わ
せ
　
社
会
健
康
課  

☎
59
２
１
５
３

2

3 5 6 7 9

10 11 12 14 15 16

17 20 23

24／31 26 27 30
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自
主
防
災
組
織
育
成
研
修
会

　
６
月
27
日
、自
主
防
災
組
織
、

自
治
会
を
対
象
と
し
た
、自
主
防

災
組
織
育
成
研
修
会
を
開
催
し
、

計
47
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、廿
日
市
市
の
四
季
が

丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
協
議

会
会
長
藤
田
章
さ
ん
と
事
務
局

長
の
尾
崎
節
夫
さ
ん
か
ら「
自
主

防
災
活
動
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
」の
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
次
に
、大
竹
市
の
地
震
・
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
使
っ
て「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
を
想
定

し
た
図
上
訓
練
」を
実
施
し
ま
し

た
。

　
訓
練
は
地
域
ご
と
に
８
グ
ル

ー
プ
に
分
け
、大
地
震
が
発
生
し

た
と
き
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

何
が
で
き
る
か
、何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
を
一
人
一
人
が

意
見
を
出
し
合
い
、班
で
ま
と
め

て
発
表
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
状
況
に
対
す
る
各

班
の
対
策
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
し
た
。

状
況
①

　
自
宅
で
く
つ
ろ
い
で
い
た
と
こ

ろ
突
然
大
地
震
が
発
生
し
た
。あ

な
た
の
地
域
で
は
ど
う
し
ま
す
か
。

【
地
域
で
で
き
る
こ
と
】

○
ま
ず
は
身
内
の
安
全
を
確
保
す

る
。

○
役
員
は
高
齢
者
な
ど
要
支
援

者
の
安
否
を
早
急
に
確
認
し
、

避
難
誘
導
す
る
。そ
の
と
き
に

は
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
に

十
分
気
を
付
け
て
避
難
す
る
。

状
況
②

　
近
所
の
お
年
寄
り
が
タ
ン
ス

の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
と
人

が
騒
い
で
お
り
、別
の
家
か
ら
は

煙
が
出
て
大
き
な
火
事
に
発
展

し
そ
う
で
あ
る
。あ
な
た
の
地
域

で
は
ど
う
し
ま
す
か
。　

【
地
域
で
で
き
る
こ
と
】

○
情
報
が
正
し
い
も
の
か
ど
う

か
確
認
し
た
う
え
で
、人
を
集

め
二
手
に
分
か
れ
て
タ
ン
ス

と
火
災
の
対
応
を
す
る
。

○
１
１
９
番
通
報
し
、被
害
者
に

は
声
掛
け
な
ど
で
励
ま
す
。

○
火
事
の
近
所
の
人
を
避
難
さ

せ
、応
援
要
請
を
す
る
。

状
況
③

　
防
災
行
政
無
線
か
ら「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
発
生
」「
津
波
警
報
発

令
に
伴
う
沿
岸
住
民
の
避
難
指

示
」「
が
け
崩
れ
、地
滑
り
に
伴
う

山
間
部
住
民
の
避
難
指
示
」が
流

れ
る
。あ
な
た
の
地
域
で
は
ど
う

し
ま
す
か
。

【
地
域
で
で
き
る
こ
と
】

○
要
支
援
者
の
避
難
を
自
治
会

の
班
長
、民
生
委
員
な
ど
と
協

力
し
て
実
施
す
る
。

○
要
支
援
者
を
リ
ヤ
カ
ー
で
移

動
さ
せ
る
。

○
平
素
か
ら
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
避
難
場
所
の
管
理
者
と

自
治
会
が
話
し
合
い
を
し
、最

寄
り
の
避
難
場
所
を
確
保
し

て
お
く
。

　　
今
回
の
訓
練
は
、平
日
の
昼
間

に
大
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を

想
定
し
た
た
め
、参
加
者
か
ら
は

「
男
性
の
多
く
が
仕
事
に
出
て
お

り
、地
域
に
は
高
齢
者
や
働
い
て

い
な
い
女
性
し
か
い
な
い
の
で

対
応
が
難
し
い
」と
の
意
見
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。こ
の
意
見
に
対

し
て
、四
季
が
丘
の
町
内
会
長
さ

ん
か
ら
は
、学
校
と
連
携
し
て
子

ど
も
を
防
災
活
動
に
参
加
さ
せ

る
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　
参
加
者
全
員
が「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い

う
意
識
を
持
ち
、真
剣
に
訓
練
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

○
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を

再
認
識
し
た
。

○
災
害
に
対
す
る
意
識
が
強
く

な
り
、自
分
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

○
図
上
訓
練
で
各
地
区
の
人
と

話
し
合
い
、意
見
交
換
が
で
き

て
良
か
っ
た
。

　９月から11月の３カ月にわたり、総務省により実施さ
れます。この調査は家計を「消費・所得・資産」の３つ
の側面から総合的に把握することを目的とし、５年ご
とに実施されます。
どこが調査対象になるの？
　小方地区、御園地区および新町地区から、統計的
な方法で選ばれた世帯が対象です。
何をするの？
　主に「家計簿」をつけてもらいます。その他、貯蓄や
自動車などの耐久財に関する調査もあります。
個人情報の保護は大丈夫？
　この調査で集められた個人情報は「統計法」により
保護されます。調査員などの統計に携わる方に厳格
な守秘義務が課せられ、記入していただいた調査票
は集計が完了した後、溶解処分しています。
調査の結果はどのように利用されるの？
　生活扶助基準の見直しなど国や地方公共団体に
おける生活に密着した各種行政施策の基礎資料など
として広く利用されます。
※　家計簿の記入は１日10分
もかかりません。何にどれだ
け支出しているか分かり、無
駄な出費を抑えることもでき
ます。ぜひご協力をお願いし
ます。

　農業委員会委員一般選挙は、立候補の届け出が選
挙による委員の定数（８人）を超えなかったため、７月14
日の選挙会で次の方の当選が決定しました。　

当選した方（届出順・敬称略）
　橋村　實男（立戸２）
　松本　勝行（木野２）
　西邑　孝典（栗谷町小栗林）
　横山　幹憲（西栄２）
　藤﨑　温　（栗谷町大栗林）
　谷川　嘉昭（玖波６）
　滝本　重夫（栗谷町谷和）
　廣兼　勝清（松ケ原町）

　学校や家庭などの身の回りの出来事など、興味
のあるデータを集めて統計グラフで表したポスター
をつくってみませんか。夏休みの自由研究にもってこ
いです。応募に当たっての注意事項や作品制作のヒ
ントなどは、県ホームページをご覧ください。
応　募
　９月３日㈬（必着）までに県統計課へ。
ホームページアドレス
http://toukei.pref.hiroshima.lg.jp/index.html

　
就
労
を
希
望
す
る
障
害
の
あ
る
方
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。予
約

制
の
た
め
、事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
　
　き
　８
月
14
日
㈭
　
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　市
役
所
本
庁

申
し
込
み
　広
島
西
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
も
み
じ
へ
。

　
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
、「
手
話
」を
思

い
浮
か
べ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、人
生
の
途
中
で
聞
こ

え
な
く
な
っ
た
方
に
と
っ
て
、手
話
の
習
得
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
聴
覚
障
害
者
に
、話
の
内
容
を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て

伝
え
て
い
く
方
法
を
、「
要
約
筆
記
」と
い
い
ま
す
。ノ
ー
ト
な
ど
の
筆

記
用
具
を
使
う
ほ
か
、パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
講
演
会
な
ど
の
内
容
を

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
て
大
勢
の
人
に
見
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
要
約
筆
記
者
は
、速
く
、正
し
く
、読
み
や
す
く
書
く（
入
力
す
る
）こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、あ
る
程
度
の
知
識
や
能
力
が
必
要
で
す
。

　
現
在
、社
会
福
祉
協
議
会
で
は
こ
の
要
約
筆
記
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。興
味
を
持
っ
た
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。情
報
が
伝
わ
ら
ず
、孤
独
に
悩
ん
で
い
る
方
の「
耳
代
わ
り
」と
し

て
、あ
な
た
の
耳
と
手
と
心
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

No.5No.5

問い合わせ　総務課 ☎59２１１９

大規模地震を想定した
図上訓練を実施しました

防災行政無線テレホンサービス
☎59００１０

毎月の市広報の巻末にも掲載しています

　防災無線で流れた内容は、電話（☎59００１０）および
市ホームページ内「市防災行政無線について」で確認で
きます。

聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト「
要
約
筆
記
」

　
　
　
　
　〜
手
話
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
〜

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

☎
59
２
１
４
６

　
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
52
２
２
７
５

障
害
者
就
労
相
談

問
い
合
わ
せ

　
広
島
西
障
が
い
者
就
業・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
も
み
じ

　
☎
０
８
２
９
34
４
７
１
７

福
祉
の
と
び
ら

No.
51

全国消費実態調査に
ご協力お願いします

農業委員会委員が決まりました

県統計グラフコンクール作品募集

問い合わせ　企画財政課 ☎59２１２４

問い合わせ　選挙管理委員会事務局 ☎59２１８８

問い合わせ　県統計課 ☎０８２-５１３-２５２４
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　野球・映画・演歌などたくさんの専門チャンネルや
インターネットを楽しめるケーブルテレビ。今月は、大
竹市外から引っ越してこられた方に、お話を伺いました。

Ｑ．大竹市を引っ越し先に選んだ理由を教えてください
Ａ．正直に言うと、やはり予算面で他の地区より自分たち
にあっていると思ったからです。また、以前住んでいた場所
より、職場に通いやすくなることや、学校が近くにあるのも、
選んだ決め手の一つです。同じ年代のお子さんがいらっ
しゃる方が多く見うけられたので、近所付き合いや公園で
お会いしても楽しくできるのではないかなと思いました。

Ｑ．ケーブルテレビにして良かった点を教えてください
Ａ．テレビ・インターネット・電話を全てまとめると安いと
ころです。スマートフォンもケーブルテレビと提携している
会社のものだったので、固定利用料の割引が適用でき、
さらに月にかかる通信費が安くなりました。あと、テレビの
データ放送でゴミの日や、休日当番医・救急病院も簡単
に調べられるので助かっています。大竹の他の医療機関
情報もあればもっと助かるので、よろしくお願いします。

　ケーブルテレビに新規加入する方へ、初期費用の一部
を補助する制度があります。対象となるのは、住宅を新築し
て市外から転入された世帯、または市内で新たに住宅を新
築する世帯で、ケーブルテレビに新規加入する場合です。
補助金額　上限　１０,０００円
申し込み　㈱ふれあいチャンネルへ。
　　　　　　  ０１２０-０２６-２０１（９時20分～18時）

佐藤さんご一家（小方ケ丘）

帰ってきた

gomidas No.15
問い合わせ　環境整備課リサイクルセンター ☎52５１０１

ごみ出しの分別区分表
区　　分 ご み の 種 類 使用するごみ袋

およびサイズ

※ 詳しくは、「大竹市ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

ペットボトルの日
ジュース、清涼飲料水、
しょうゆなどの容器で、
ペットボトル表示マー
クのついたものなど

トレー・その他の
プラスチック製
容器包装の日

食品用トレー、ビニー
ルやポリエチレン製の
プラスチック容器など

カンの日
空カン、カセットボン
ベ、スプレーカン、ミル
クカン、油カンなど

ビンの日 ジュースビン、調味料
ビン、油ビンなど

もやさないごみ
　　　　　 の日
もえないごみ

陶磁器類、ガラス類、
皮革類、金属類、家電
リサイクル対象品・パ
ソコンを除く小型家
電製品など

もやすごみの日
生ごみ、野菜くず、紙
くず、木くず、布類、少
量の衣類、紙おむつ、
板ごみなど

［もやすごみ専用袋］
（色）    オレンジ色
（サイズ）大・中・小

［資源回収専用袋］
（色）    　緑 色
（サイズ） 大
または
（色）      青 色
（サイズ）  中・小

紙資源の日 新聞、雑誌・雑紙、段
ボール、紙パックなど

ごみ袋は使用せず、
種類ごとに十字かけ
にしばってください。

［資源回収専用袋］
（色）      青 色
（サイズ）  中・小
※　緑色の袋は使用
　できません。

せん定枝等の日
せん定枝、庭などの
草花、落ち葉、枯れ葉
など

［資源回収専用袋］
（色）      青 色
（サイズ）  中・小
※　緑色の袋は使用
　できません。
※　「もやすごみの日」
　に、「もやすごみの
　袋（オレンジ色）」で
　出すこともできます。

　
市
は
、ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

や
チ
ラ
シ
の
配
付
な
ど
を
行
い
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
適
切

な
ご
み
出
し
の
周
知
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
、ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い

な
い
ご
み
出
し
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　
こ
の
た
め「
警
告
シ
ー
ル
」を

貼
っ
た
ご
み
袋
が
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
て
し
ま
い
、ま

ち
の
美
観
が
損
な
わ
れ
た
り
、ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
周
辺
の
住

民
に
不
快
な
思
い
や
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
９
月
に
は
、市
制
施
行
60

周
年
を
迎
え
、記
念
式
典
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
予
定

し
て
お
り
、多
く
の
方
が
訪
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
、な
ぜ
、ご

み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

と
い
け
な
い
の
か
正
し
く
理
解

し
、き
れ
い
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
心
掛
け
る
と
同
時
に
、大
竹

市
を
訪
れ
る
方
を
温
か
く
お
迎

え
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
　な
ぜ
、ご
み
の
種
類
ご
と
に

決
め
ら
れ
た
ご
み
袋
を
使
用
し

な
い
と
い
け
な
い
の
。

Ａ
　昨
年
10
月
、ご
み
の
減
量
化

を
進
め
る
た
め
、「
も
や
す
ご
み
」

お
よ
び「
粗
大
ご
み
」に
ご
み
処

理
手
数
料
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、「
も
や
す
ご
み
専

用
袋
」（
オ
レ
ン
ジ
色
）の
価
格
は
、

他
の「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
専
用
袋
」（
緑
色
）や「
資

源
回
収
専
用
袋
」（
青
色
）よ
り
も

価
格
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な

い
ご
み
は
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
ご
み
出
し
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、「
粗
大
ご
み
」と
し
て
別
に
ご

み
処
理
手
数
料
を
負
担
し
、自
ら

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

込
む
か
自
宅
へ
の
収
集
を
依
頼

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、負
担
の

公
平
性
を
図
る
た
め
、ご
み
の
種

類
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
指
定
ご

み
袋
で
、適
正
に
ご
み
出
し
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　な
ぜ
、ご
み
は
決
め
ら
れ

た
時
間
に
出
さ
な
い
と
い
け
な

い
の
。

Ａ
　特
に
、「
も
や
す
ご
み
」を
早

く
出
す
と
猫
や
カ
ラ
ス
な
ど
が

ご
み
袋
の
中
身
を
荒
ら
し
、辺
り

に
ご
み
が
散
乱
し
ま
す
。　
　

　
そ
う
し
た
場
合
、ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
各
自
治
会
が
管
理
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
な

ど
に
き
れ
い
に
清
掃
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
も
や
す
ご
み
」以
外
の

ご
み
も
、前
日
な
ど
早
め
に
ご
み

が
出
さ
れ
る
と
、ま
ち
の
美
観
が

損
な
わ
れ
、特
に
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
付
近
の
住
民
に
不
快
な
思

い
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　な
ぜ
、ご
み
を
分
別
し
て
出

す
必
要
が
あ
る
の
。

Ａ
　「も
や
す
ご
み
」は
、リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
の
ご
み
固
形

燃
料
施
設
で
、破
砕
・
選
別
・
乾

燥
・
成
形
の
過
程
を
経
て
ペ
レ

ッ
ト
と
し
て
加
工
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、こ
の
ペ
レ
ッ
ト
を
福

山
に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
所

に
搬
送
し
て
、燃
焼
す
る
こ
と
で

電
力
に
換
え
売
電
し
て
い
ま
す
。

　
万
一
、「
も
や
す
ご
み
」に
金
属

な
ど
の
異
物
が
混
入
さ
れ
て
い

る
と
、ご
み
固
形
燃
料
施
設
内
の

製
造
ラ
イ
ン
に
故
障
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。そ
う
な
る

と
、ご
み
の
処
理
が
で
き
ず
市
民

生
活
に
支
障
が
出
た
り
、ま
た
修

繕
に
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、ご
み
固
形
燃
料
施

設
内
に
あ
る
ご
み
集
積
場
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
排
出
さ
れ

る
約
２
日
分
の
ご
み
の
量
し
か

貯
留
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、主
に「
資
源
回
収
専
用

袋
」（
青
色
）で
分
別
し
て
回
収
し

た
ご
み
は
、場
内
で
さ
ら
に
選
別

し
、資
源
と
し
て
有
効
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
　分
別
し
た
ご
み
は
資
源
と

し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て

い
る
の
。

Ａ
　回
収
し
た
ご
み
は
、リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
で
選
別
し
、鉄

く
ず
、小
型
家
電
、新
聞
・
雑
誌
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
や
衣
類
な
ど
を
業

者
に
売
却
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、場
内
に
あ
る
機
械
で
ア

ル
ミ
缶
や
ス
チ
ー
ル
缶
は
プ
レ

ス
し
、ま
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
小

さ
く
梱
包
し
て
売
却
し
て
い
ま

す
。

　
ち
な
み
に
、平
成
25
年
度
は
、

こ
れ
ら
の
売
却
代
と
し
て
約

１
７
０
０
万
円
の
収
入
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、せ
ん
定
枝
な
ど
は
、市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
チ

ッ
プ
作
業
場
に
持
ち
込
み
、堆
肥

化
し
て
有
機
肥
料
と
し
て
販
売

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　自
治
会
に
よ
る
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
管
理
に
対
す
る
市

の
支
援
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
　市
で
は
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
新
設
し
た
り
、既
設
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
改
修
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
、公
衆
衛
生
推
進

委
員
な
ど
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、各
自
治
会
に
対
し
て
予
算
の

範
囲
内
で
整
備
に
必
要
な
材
料

な
ど
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、市
公
衆
衛
生
推
進
協
議

会
か
ら
も
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
清
潔
に
維
持
・
管
理
す
る
た

め
に
必
要
な
ご
み
ネ
ッ
ト
や
ほ

う
き
な
ど
の
物
品
を
対
象
に
、公

衆
衛
生
推
進
委
員
な
ど
か
ら
の

申
請
に
基
づ
き
、各
自
治
会
の
世

帯
数
に
応
じ
た
限
度
額
内
で
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ 企画財政課☎59２１２４
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国
道
２
号
と
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
と
の
距
離

が
近
い
こ
と
な
ど
か
ら
、県
道
大
竹
湯
来

線
の
国
道
２
号
へ
の
取
り
付
け
に
つ
い
て

は
、道
路
計
画
を
行
う
上
で
課
題
の
多
い

区
間
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、県
の
次
期
道
路
整
備
計

画
に
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、具
体
的
な
検

討
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、今
後
も
要

望
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

の
場
で
交
わ
さ
れ
た
主
な
内
容

松
ケ
原
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
農
業
振
興
地
域
で
も
、農
地
を
売
買
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

○
松
ケ
原
か
ら
大
竹
市
内
ま
で
通
勤
可
能

な
た
め
、農
地
の
売
買
が
で
き
れ
ば
、人

口
が
増
加
す
る
可
能
性
の
あ
る
地
域
だ

と
思
っ
て
い
る
。

○
耕
作
し
て
い
な
い
農
地
を
利
用
し
て
、

太
陽
光
発
電
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
現
時
点
で
は
、具
体
的
な
活
用
方
針
は

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。耐
震
性
の
あ
る
建

物
な
の
で
、解
体
せ
ず
に
現
状
の
ま
ま
市

で
維
持
管
理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。当
面
は
、投
票
所
お
よ
び
第
２
次
避

難
場
所（
土
砂
災
害
を
除
く
）で
使
用
し
ま

す
。

　
ま
た
、川
手
地
区
自
治
会
連
合
会
か
ら

「
２
階
体
育
館
は
地
区
住
民
の
健
康
づ
く

り
に
活
用
し
た
い
」と
の
要
望
を
伺
っ
て

い
ま
す
の
で
、地
区
の
皆
さ
ん
に
も
使
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、川
手
地
区
の
み
な

ら
ず
、ほ
と
ん
ど
の
分
団
で
、団
員
確
保
に

苦
慮
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、

消
防
団
へ
の
加
入
促
進
が
強
化
さ
れ
て
い

ま
す
が
、過
疎
化
が
進
む
地
区
で
は
団
員

確
保
も
含
め
、多
面
に
わ
た
り
深
刻
な
状

況
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
消
防
団
の
充
実
・
強
化
が
求

め
ら
れ
る
な
か
、人
口
の
減
少
を
理
由
に

団
員
の
条
例
定
数
の
削
減
や
、分
団
の
統

廃
合
な
ど
、組
織
を
縮
小
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、川
手
地
区
の
現
状
を

鑑
み
、分
団
の
区
割
り
を
含
め
、分
団
定
数

を
検
討
す
る
こ
と
は
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
現
在
、消
防
団
活
性
化
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、団
本
部
を
中
心
に
、団
員
確
保
に
向

け
た
勧
誘
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

団
員
確
保
と
と
も
に
消
防
団
の
将
来
像
を

検
討
す
る
こ
と
も
急
務
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の

場
で
交
わ
さ
れ
た
主
な
内
容

川
手
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
き
や
す
く
す
る

た
め
、道
路
の
拡
張
や
歩
道
の
整
備
が

重
要
で
あ
る
。

○
移
動
販
売
や
移
動
診
療
な
ど
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

○
市
街
化
調
整
区
域
で
は
な
く
、誰
で
も

住
め
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
現
在
、デ
ー
タ
を
集
計
し
て
お
り
、今
後
、

そ
の
結
果
デ
ー
タ
を
基
に
現
地
調
査
を
実

施
し
、対
策
が
必
要
な
空
き
家
の
実
態
を

把
握
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
問
題
は
、個
人
の
財
産
と
い
う
こ

と
で
行
政
の
対
応
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、昨
今
、「
安
心
・
安
全
」「
ま
ち
づ

く
り
」な
ど
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
お
り
、現
在
、

国
、県
、他
自
治
体
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
と
し
て
も
、今
後
、こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
基
に
、市
が
取
り
組
む
べ
き
空
き
家
対

策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

※

　
現
在
、デ
ー
タ
の
集
計
作
業
は
完
了

し
て
お
り
、結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の

場
で
交
わ
さ
れ
た
主
な
内
容

玖
波
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
玖
波
を
紹
介
す
る
た
め
、行
者
山
を
中
心

と
し
た
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

○
２
年
前
に
玖
波
７
・
８
丁
目
で
公
共
交

通
を
整
備
し
た
。高
齢
化
が
進
む
中
、今

後
も
末
長
く
継
続
し
て
い
き
た
い
。

○
以
前
、玖
波
小
学
校
の
生
徒
が
地
域
に

出
向
き
、地
域
の
仕
事
を
調
べ
、報
告
す

る
取
り
組
み
を
し
て
い
た
。子
ど
も
た

ち
が
地
域
を
愛
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と

思
う
の
で
、続
け
て
ほ
し
い
。

　
こ
れ
ま
で
市
は
、老
朽
化
し
た
学
校
の

改
築
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、玖
波
小
学

校
の
耐
震
化
対
策
は
教
育
委
員
会
と
し
て

も
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
保
護
者
、地
域
の
代
表

の
方
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、現
在
地

で
建
て
替
え
る
と
い
う
方
向
性
に
つ
い
て

了
承
し
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
建
て
替
え
の
基
本
設

計
に
取
り
組
み
、そ
の
後
、実
施
設
計
、建

設
工
事
と
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
新
し
い
校
舎
は
現
在
地
に
建
て
ま
す
が
、

道
路
が
狭
い
な
ど
、工
事
を
す
る
う
え
で

の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、建
設
工
事
に

は
か
な
り
の
時
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、３
年
を
め
ど
に

完
成
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、設
計
が
あ
る
程
度
で
き
た
ら
、保

護
者
、地
域
の
方
と
意
見
交
換
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、体
育
館
も
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
ま
せ
ん
が
、簡
易
な
工
事
で
耐
震
性
能
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
の
た
め
、耐
震

補
強
工
事
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

平
成
26
年
度
に
設
計
す
る
予
定
で
す
。

　
児
童
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
工
事
期

間
の
短
縮
の
た
め
、工
事
期
間
中
、玖
波
小

学
校
の
児
童
は
一
時
的
に
玖
波
中
学
校
に

通
学
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
連
合
会
は
、住
み
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
、ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、市
長
以
下
の
幹
部
職
員
と
直
接
話
し
合

う「
地
区
懇
談
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
開
催
し
た
９
地
区
の
う
ち
、

こ
れ
ま
で
に
６
地
区
を
紹
介
し
ま
し
た
。今

月
号
で
は
、残
り
の
３
地
区
の
内
容（
一
部

抜
粋
）を
紹
介
し
ま
す
。
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見や差別のない社会の実現を目指しています。
　市でもあらゆる差別のない社会を目指し、人権啓発活動を推進しています。
　期間中は、市役所での懸垂幕などの設置、市内での啓発物の配布など
の啓発活動を行います。
　８月は、皆さんも身のまわりのことから、人権について考えてみませんか。

問
い
合
わ
せ 

自
治
振
興
課
☎
59
２
１
４
２

あ
な
た
の
声
を
市
政
に

地
区
懇
談
会

松
ケ
原
地
区（
　
　
　
　  

）

平
成
25
年
11
月
27
日

松
ケ
原
集
会
所

答

答

答 問 県
道
大
竹
湯
来
線
に
つ
い
て

　
国
道
２
号
か
ら
玖
波
小
学
校
入
口
ま

で
の
未
改
良
区
間
に
つ
い
て
、県
の
方

針
は
、旧
野
口
商
店
を
買
収
し
て
一
部

改
良
し
、国
道
２
号
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
今
後
検
討
す
る
と
の
回
答
を
得
て

い
ま
す
が
、市
は
こ
の
未
改
良
区
間
の

整
備
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

川
手
地
区（
　
　
　
　  

）

平
成
26
年
２
月
３
日

防
鹿
集
会
所

答

問 穂
仁
原
小
学
校
校
舎（
跡
地
）の

今
後
に
つ
い
て

　
穂
仁
原
小
学
校
の
校
舎（
跡
地
）に
つ

い
て
、今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
予

定
な
の
か
、お
聞
き
し
た
い
。

問 玖
波
小
学
校
に
つ
い
て

　
玖
波
小
学
校
の
耐
震
化
対
策
の
建
設

計
画
、工
程
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

問 大
竹
市
消
防
団
第
７
分
団
の

今
後
の
維
持
体
制
に
つ
い
て

　
現
在
、第
７
分
団
で
は
７
人
の
欠
員

が
生
じ
て
い
ま
す
。団
員
確
保
の
た
め

に
、幹
部
団
員
が
勧
誘
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、な
か
な
か
入
団
に
至
り
ま

せ
ん
。高
齢
化
社
会
が
進
む
と
、第
７
分

団
の
編
成
を
維
持
で
き
る
の
か
不
安
で

す
。

　
今
後
の
消
防
団
な
ら
び
に
第
７
分
団

の
人
員
確
保
と
将
来
像
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

答 問 空
き
家
調
査
に
つ
い
て

　
昨
年
末
に
空
き
家
調
査
の
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
が
、調
査
結
果
と
今
後
の
取

り
組
み
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、説

明
し
て
ほ
し
い
。

玖
波
地
区（
　   

　
　
）

平
成
26
年
２
月
24
日

玖
波
公
民
館

※　棟数は各自治会から提出されたデータ
をまとめたもののため、今後、詳細調査に
より変わる可能性があります。

【平成25年度空き家調査結果】

空き家総数

うち、老朽危険空家数

市全体

437棟

70棟

玖波地区

75棟

4棟

けんすいまく
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平成21～25年度（上・下期）運営状況

運行経費
（千円）

運賃収入
（千円）

収益率
（％）

上期
下期
合計
上期
下期
合計
上期
下期
合計

平成21
6,068
5,825
11,893
1,579
1,196
2,775
26.0
20.5
23.3

平成22
136,047
5,991
12,038
1,215
1,129
2,344
20.1
18.8
19.5

平成23
6,600
6,371
12,971
1,058
1,160
2,218
16.0
18.2
17.1

平成24
6,438
6,192
12,630
1,291
968
2,259
20.1
15.6
17.9

平成25
6,254
6,495
12,749
1,108
1,024
2,132
17.7
15.8
16.7

※　平成23年1月から平日を1便減便したため、「平成23」は一時的に1便あたり
　の利用が増加しました。

平成21～25年度（上・下期）利用状況

利用者数
（人）

1便あたり
利用者数
（人/便）

上期
下期
合計
上期
下期
合計

平成21
5,040
3,532
8,572
3.2
2.2
2.7

平成22
3,350
3,166
6,516
2.1
2.2
2.1

平成23
2,873
3,097
5,970
2.1
2.3
2.2

平成24
3,219
2,428
5,647
2.4
1.8
2.1

平成25
2,683
2,536
5,219
2.0
1.9
1.9

みんなで考えよう
公共交通70

大
竹・栗
谷
線
バ
ス
で
自
然
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、栗
谷
へ

問
い
合
わ
せ 

大
竹
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
自
治
振
興
課
内
☎
59
２
１
４
２
）

大
竹
・
栗
谷
線
バ
ス
は
、
栗
谷
地
区
、
松

ケ
原
地
区
と
沿
岸
地
域
を
結
ぶ
路
線
バ

ス
で
す
。

平
成
26
年
３
月
号
で
平
成
25
年
度
上
期
の

運
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今

月
は
平
成
25
年
度
下
期
、
年
間
の
運
行
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
下
期
（
10
月
か
ら
３
月
ま

で
の
６
カ
月
間
）
の
運
行
経
費
は
約
６
４

９
万
円
で
、
前
年
度
下
期
と
比
べ
約
30
万

円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
運
賃
収
入
は
約
１
０
２
万
円
で
、

前
年
度
下
期
と
比
べ
て
約
６
万
円
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
運
行
経
費
に
対
す
る
運
賃
収
入
の
割
合

（
収
益
率
）
は
15･

８
％
で
、
前
年
度
下

期
と
比
べ
て
０･

２
％
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
年
度
で
比
べ
る
と
収
益
率
は
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
の
５
年
間
の
運
営
状

況
を
見
る
と
、
運
行
経
費
は
燃
料
・
油
脂

の
高
騰
な
ど
の
増
額
に
よ
り
、
平
成
21
年

度
か
ら
の
５
年
間
で
約
85
万
円
（
約
７

％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
運
賃
収
入
は
、
５
年
間
で
約
64

万
円
（
23
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

年
度
で
比
べ
る
と
利
用
者
数
、
１
便
当
た

り
の
利
用
者
数
と
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
の
利
用
者
数
を
見
る

と
、
毎
年
減
少
し
続
け
て
お
り
、
平
成
21

年
度
に
比
べ
て
約
３
、
３
０
０
人
（
約
39

％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
数
の
減
少
に
伴
い
、
１
便
あ
た

り
の
利
用
者
数
も
減
少
傾
向
で
、
平
成
21

年
度
に
比
べ
て
０
・
８
人
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
年
々
利
用
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

大
竹
・
栗
谷
線
バ
ス
が
長
く
走
り
続
け
て

運 

営 

状 

況

　
市
内
を
走
る
定
時
定
路
線
バ
ス
は
、

こ
い
こ
い
バ
ス
、
大
竹
・
栗
谷
線
バ
ス
、

坂
上
線
バ
ス
（
岩
国
市
と
共
同
運
行
）、

栄
ぐ
る
り
ん
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
い
こ
い
バ
ス
は
、
オ
レ
ン
ジ
の

車
体
に
市
章
と
鯉
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、

大
竹
・
栗
谷
線
バ
ス
は
、
青
系
の
車

体
に
「
マ
ロ
ン
の
里
・
玖
波
駅
・
大

竹
駅
　
大
竹
市
委
託
運
行
」
の
表
示
、

坂
上
線
バ
ス
は
、
ク
リ
ー
ム
系
の
車

体
に
「
路
線
バ
ス
　
鮎
谷
・
大
竹
駅

間
」
の
表
示
、
栄
ぐ
る
り
ん
バ
ス
は
、

緑
系
の
車
体
に
「
栄
ぐ
る
り
ん
バ
ス
」

の
表
示
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
バ
ス
は
、
点
検
や
修
理

な
ど
の
た
め
、
止
む
を
得
ず
代
替
車

両
で
運
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
代
替
車
両
は
、
貸
切
バ
ス
に
マ
グ

ネ
ッ
ト
を
貼
り
付
け
て
運
行
し
ま
す

の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
お

気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

い
け
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
守
り
、

育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
休
み
は
家
族
で
大
竹
・
栗
谷
線

バ
ス
を
利
用
し
て
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
蛇

喰
磐
で
の
び
の
び
過
ご
し
、
マ
ロ
ン
の
里

で
マ
ロ
ン
ソ
フ
ト
を
味
わ
い
な
が
ら
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

　
ダ
イ
ヤ
や
運
賃
表
は
車
内
、
自
治
振

興
課
、
各
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

定
時
定
路
線
バ
ス
の

車
両
変
更
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
平
成
25
年
度
下
期
の
６
カ
月
間
で

２
、
５
３
６
人
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
た
。
前
年
度
下
期
と
比
べ
て
約
１
０

０
人
（
約
４
％
）
増
加
し
、
１
便
あ
た
り

の
利
用
者
数
は
１
・
９
人
で
、
前
年
度
下

期
と
比
べ
て
０
・
１
人
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

　
運
行
経
費
は
増
加
傾
向
で
運
賃
収
入
は

減
少
傾
向
の
た
め
、
収
益
率
は
減
少
傾
向

で
、
平
成
25
年
度
は
最
も
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

利 

用 

者 

数

　
そ
の
昔
、
霊
峰
三
倉
岳
に
潜
む
大
蛇
が

岩
を
喰
っ
た
と
い
う
伝
説
が
名
前
の
由
来

と
な
っ
て
い
る
蛇
喰
磐
。
そ
の
名
の
通
り
、

河
床
の
岩
盤
に
は
水
流
に
よ
り
無
数
の
穴

が
つ
く
ら
れ
、
珍
し
い
地
形
が
広
島
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
真
夏
で
も
涼
し
い
木
陰
の
中
を
、
透
明

度
の
高
い
峡
流
が
、
ゆ
る
や
か
な
浅
瀬
か

ら
潜
れ
る
深
さ
の
と
こ
ろ
ま
で
続
き
ま
す
。

　
県
境
を
泳
い
で
渡
っ
た
り
、
お
う
穴
の

中
で
水
遊
び
を
し
た
り
と
蛇
喰
磐
な
ら
で

は
の
遊
び
方
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
小
さ
な

子
ど
も
の
水
遊
び
か
ら
思
い
っ
き
り
泳
ぎ

た
い
大
人
ま
で
存
分
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
米
軍
再
編
交
付
金

施
設
と
し
て
、
蛇
喰
磐
の
す
ぐ
そ
ば
、
国

道
１
８
６
号
沿
い
に
新
し
く
公
衆
ト
イ
レ

が
完
成
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ア
ク
セ
ス

　
大
竹
・
栗
谷
線
バ
ス
の
玖
波
駅
バ
ス
停

か
ら
約
45
分
（
蛇
喰
口
下
車
）

夏
の
水
遊
び
ス
ポ
ッ
ト

蛇
喰
磐
問
い
合
わ
せ
　

産
業
振
興
課 

☎
59
２
１
３
１

　阿多田島灯台資料館が広島県プロジェクト「ひろしまたてもの
がたり」の予選を突破し、「訪れて欲しい魅力ある建物１００選」に
選ばれました。
　現在ベスト30を選ぶ投票が始まっています。（選ばれた施設は、内外に
マップなどで情報発信されます）
　広島県ホームページから投票できます。

阿多田島灯台資料館に
投票しませんか

問い合わせ　都市計画課 ☎59２１６８

【ホームページアドレス】
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/tatemonogatari/

手作りゲームや屋台など昔懐かしい夜店を実施します。さまざまな楽しい
催しも企画しています。
と　き　８月２日㈯　18時～21時
※　雨天の場合は８月９日㈯に延期します。
ところ　大竹駅前商店街

笑顔いっぱい。きてみん祭！

土曜夜市 問い合わせ  大竹駅前商店街振興組合　
（商工会議所内☎52３１０５）

じ
ゃ

ぐ
い
い
わ

じ
　ゃ

ぐ
　い

い
　わ
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　「
育
児
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

た
い
」「
子
育
て
に
関
す
る
情
報

が
知
り
た
い
」「
マ
マ
友
が
欲
し

い
」
と
い
う
あ
な
た
！
子
育
て
に

つ
い
て
一
緒
に
学
び
、
交
流
し
ま

せ
ん
か
。

ひとり一学習　一スポーツ　一趣味　一ボランティア 8月の生涯学習講座
リ
エ
ゾ
ン「
地
域
ジ
ン
学
び
の
カ
フ
ェ
」

８
月・９
月
連
続
講
座

学
び
の
カ
フ
ェ
で「
新
・
福
祉
！
」

〜
支
え
合
う
新
た
な
居
場
所
の
作
り
方
〜

玖
波
公
民
館 
☎
57
７
０
８
４

こ
そ
だ
て
塾

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

生
涯
学
習
課 

☎
53
５
８
０
０

　「
リ
エ
ゾ
ン
」
と
は
「
つ
な
ぐ
」

と
い
う
意
味
で
す
。
人
と
人
。
地

域
と
地
域
が
ゆ
る
や
か
に
、
そ
し

て
し
な
や
か
な
つ
な
が
り
が
も
て

る
よ
う
に
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＆

カ
フ
ェ
形
式
で
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

①
地
域
ジ
ン
学
び
の
カ
フ
ェ
８
月

と
　き
　
８
月
23
日
㈯

内
　容

「
老
後
の
準
備
大
丈
夫
？
」
〜
私

の
老
後
は
ど
ん
な
ん
だ
ろ
う
？
〜

②
地
域
ジ
ン
学
び
の
カ
フ
ェ
９
月

と
　き
　
９
月
20
日
㈯

内
　容

「
い
ま
、地
域
で
、出
来
る
事
！
」

〜
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
ら
ど
う

す
る
？
〜

 

共
通
事
項

時
　間
　
13
時
30
分
〜
　

と
こ
ろ
　
玖
波
公
民
館

講
　師
　
丸
山 

法
子
さ
ん

申
し
込
み
　
８
月
１
日
㈮
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
玖
波
公
民
館
へ
。

対
　象
　
市
内
在
住
の
平
成
24
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
25
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

（
原
則
と
し
て
、
第
１
子
、
全
回

受
講
で
き
る
方
を
優
先
）

定
　員
　
20
組
（
申
込
順
）

参
加
料
　
１
、
０
０
０
円

※

　
８
月
29
日
㈮
ま
で
に
総
合
市

民
会
館
へ
。

そ
の
他
　
お
子
さ
ん
の
飲
み
物
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お

子
さ
ん
の
胸
に
名
前
入
り
の
布
の

ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
８
月
４
日
㈪
９
時
か

ら
17
日
㈰
17
時
ま
で
に
電
話
で
生

涯
学
習
課
へ
。

共
　催
　
市
・
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

《
講
師
紹
介
》

　
丸
山 

法
子
さ
ん

　
リ
エ
ゾ
ン
地
域
福
祉
研
究
所
　

代
表
理
事

　
県
社
会
福
祉
士
会
　
理
事

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
介

護
相
談
に
、
県
内
社
会
福
祉
協
議

会
で
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
従
事

し
た
あ
と
独
立
。
現
在
、
安
心
し

て
長
生
き
の
で
き
る
社
会
の
た
め

の
終
活
、
地
域
づ
く
り
、
サ
ー
ビ

ス
開
発
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
を

全
国
展
開
中
。

※　詳しくは小方公民館へ。

ところ

小方公民館
☎57６２４９

対　象

18歳以上の方

講座名・内容
『いきいき健康講座』　なつかしい歌を歌ったり、
脳トレゲームをしたりして心と体を鍛えましょう。
『エクササイズ教室』　腰痛や肩こりなど
を予防・改善する運動方法を指導します。
『手芸講座』（初心者向け）
クラフトテープを使って素敵なかごや小物を作ります。
『手芸講座』（上級者向け）
クラフトテープを使って網代編みに挑戦します。

と　き
第3木曜日（8月21日）
13時30分～15時30分
第4土曜日（8月23日）
13時30分～14時30分
第2土曜日（8月9日）
13時～16時
第3土曜日（今月は8月30日）
13時～15時

受
講
者
募
集

毎
月
１
回
定
期
講
座

子育て

と
　き
　
８
月
19
日
㈫

　
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
大
竹
会
館

講
　師

　
Ｎ
ＰO

法
人
え
こ
ら
い
ふ
大
竹

定
　員
　
15
人
程
度

申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
大
竹
会
館
へ
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

に
よ
る
堆
肥
作
り

大
竹
会
館 

☎
53
２
２
２
６

休館施設
８月 14日㈭　玖波公民館、小方公民館、栄公民館
８月 15日㈮　大竹会館
開館時間変更施設
８月 14日㈭、15日㈮は 17時閉館
総合市民会館（総合体育館含む）、市立図書館

臨時休館日などのお知らせ
問い合わせ 生涯学習課☎53６６７７

と　き　８月 24日㈰　12時～
ところ　小方学園プール
種　目　平泳ぎ、自由形、バタフライ、背泳ぎ
　　　　※　泳ぐ距離はそれぞれ 25ｍ、50ｍです。
申し込み　８月 18日㈪までに、総合体育館、玖波・小方・
栄の各公民館に備え付けの用紙で申し込んでください。

市民水泳大会
問い合わせ 生涯学習課☎53６６７７

と
　き
　
８
月
11
日
㈪

　
13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ
　
大
竹
会
館

対
　象

　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

講
　師
　
岡
本 

尚
登
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

グ
リ
ー
ン
大
竹
）

定
　員
　
20
人
（
申
込
順
）

持
参
品
　
筆
記
用
具

申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
大
竹
会
館
へ
。

講
　師
　
海
上
保
安
庁
職
員

対
　象
　
市
内
在
住
の
方
（
小
学

４
年
生
以
上
）

定
　員
　
30
人
（
申
込
順
）

※

　
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
。

内
　容
　
２
人
１
組
の
バ
デ
ィ

（
相
棒
）
を
編
成
し
着
衣
の
ま
ま

海
や
川
に
転
落
し
た
と
き
の
対
処

法
・
水
流
体
験
お
よ
び
溺
者
を
発

見
し
た
と
き
の
対
処
法
（
き
れ
い

な
状
態
の
長
そ
で
シ
ャ
ツ
、
長
ズ

ボ
ン
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
）

持
参
品
　
着
替
え
・
タ
オ
ル
・
飲

み
物
な
ど

申
し
込
み
　
８
月
１
日
㈮
〜
８
日

㈮
ま
で
に
、
総
合
市
民
会
館
備
え

付
け
の
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

と
　き
　
８
月
20
日
㈬

　
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
小
方
学
園
プ
ー
ル

海
猿
に
よ
る

着
衣
泳
講
座

生
涯
学
習
課 

☎
53
６
６
７
７

大
竹
会
館 

☎
53
２
２
２
６

秋
野
菜
栽
培
教
室

講座

※　オープン講座は、ひよこルーム以外の方も参加可能です。また、
　内容・日程は都合により変更する場合があります。

こそだて塾　ひよこルーム　カリキュラム
と　き ところ オープン

講座 内　容
9月2日（火）
10時～11時30分

はじめましての会
～保育所の遊びや情報～総合市民会館 －

9月17日（水）
10時～12時30分

自然探検ピクニック
～こども館の周りをおさんぽ～松ケ原こども館 －

10月7日（火）
10時～11時30分

みんなで運動会
～みんなで体を動かそう～総合市民会館 ○

10月23日（木）
10時～11時30分

絵本に親しもう
～人形劇、紙芝居、手遊びなど～あいいく館 ○

11月11日（火）
10時～12時

おいもほり&食育について
～おいもはどこ？食育とは？～小方公民館 －

11月下旬
10時～11時30分 子どもの病気について総合市民会館 ○

12月9日（火）
10時～11時30分

クリスマス会
～サンタがやってくるよ～総合市民会館 －

12月25日（木）
10時～11時30分

巣立ちの会　こそだて座談会　
～先輩お母さんからのメッセージ～総合市民会館 －

施設整備等助成金

対象事業 市民活動に必要な施設の
改修や備品の購入

選考方法
「大竹市市民活動助成審査委員会」
によるヒアリングなどの審査
（評価点数の高い順）

助成内容 １団体につき１回交付

上限額 250万円

　５月から６月にかけて市民活動支援事業
の募集を行いましたが、「施設整備等助成
金」の応募がありませんでしたので、２次
募集を実施します。
対象団体
　市内の５人以上で活動する非営利活動団
体。（代表者および会則などを定めている団
体に限る）
対象事業
　次の要件を全て満たす事業
①市民を対象にした地域課題を解決するこ
とを目的としている。
②非営利で自主的・主体的に実施する。
③平成 27 年３月末までに実施・完了でき
る。
申し込み
　申請書に事業計画書などの必要書類を添
付して、８月 29日㈮までに自治振興課へ。
市ホームページ、自治振興課に募集要領を
備え付けています。申請の前に必ず募集要
領を確認してください。
※　今回は、「施設整備等助成金」のみの募
集です。今年度の「スタート支援助成金」
と「ステップアップ支援助成金」の募集
は終了しました。

市民活動支援事業
（施設整備等助成金）の
２次募集
受付中

問い合わせ 自治振興課☎59２１４２
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①

②

③

④

①

②

③

④

こどもの本 おとなの本
「
ラ
イ
オ
ン
の
ひ
み
つ
」

①
「
パ
パ
マ
マ
お
し
え
て
ア
ー
ト
ミ
ス
テ
リ
ー
1
3
話
」

ア
ン
ジ
ェ
ラ・
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
　
著

②「
ひ
と
り
で
お
と
ま
り
し
た
よ
る
に
」

フ
ィ
リ
パ・ピ
ア
ス
　
文

③「
こ
れ
が
ほ
ん
と
の
大
き
さ
！

　
古
代
の
生
き
も
の
た
ち
」

ス
テ
ィ
ー
ブ・ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
　
作

④「
ゆ
う
れ
い
回
転
ず
し
消
え
た
少
年
の
な
ぞ
」

佐
川
　
芳
枝
　
作

①「
帰
ら
ず
の
海
」

馳
　
星
周

は
せ

②「
加
賀
開
港
始
末
」

谷
　
甲
州

③「
決
断
」

小
杉
　
健
治

④「
被
告
側
の
証
人
」Ａ・Ｅ・Ｗ・メ

イ
ス
ン

市立図書館ホームページアドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp
携帯アドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/mobile
問い合わせ　☎52５３３８　FAX 52８００５

■白字は図書館の休館日です。※14日15日は17時で閉館します。 
○おはなし会の日です。

― としょかんだより ―
　別れた妻が殺された。もし、あのとき
離婚していなければ、私はまた遺族に
なるところだった。圧倒的な密度と、深
い思索に裏付けられた予想もつかな
い展開の書下ろし長編。

「
虚
ろ
な
十
字
架
」

東
野
　
圭
吾

　図書館の入り口に座っている石
像のライオンは、子どもに恐れられ
ていた。でもたった1人、そばにやっ
てくる女の子がいて…。人の気持ち
のわからないライオンが、ある孤児
と出会い、奇跡を起こす物語。

 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト・ワ
イ
ル
ド
　
文

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
8月（Aug）

（図書館２階ギャラリー3）
おひざにだっこのおはなし会
８月８日㈮10時30分（赤ちゃん向き）
（図書館２階ギャラリー1）
親子で楽しむおはなし会
８月８日㈮11時（１歳から）
（図書館１階おはなしコーナー）
おはなし会
８月16日㈯10時30分（幼児・小学生向き）

イベント紹介

一般向き
暑い夏を乗り切ろう
児童向き
日本の妖怪大集合

展示コーナー

夏休みの宿題のおたすけコーナー
時事コーナー

勤労青少年ホーム 問い合わせ　生涯学習課 ☎53５８００
活動中のサークルや
開催中の講座

サークル・講座名
テニス
イベント企画
バドミントン
料理
バスケットボール

現在の所属人数
男11人　女9人
男4人　女2人
男9人　女8人
　　   －
男7人

と　き
火・木曜日　19時30分～21時30分
不定
木曜日　19時30分～21時30分
第3火曜日　19時～21時30分
第2・4月曜日　19時30分～21時

ところ
小方公民館
不定
大竹中学校
総合市民会館2階料理講習室
大竹中学校

申し込み受付中

　成人のつどいの内容などを話し合い、当日の運営に携わ
る実行委員会のメンバーを募集します。一生の思い出を自
分たちの手でつくってみませんか。
　実行委員会の会合は、９月から月１回程度を予定してい
ます。
対　象　新成人（平成６年４月２日～平成７年４月１日生
まれの方）で原則、実行委員会に参加可能な方

申し込み
　８月 31 日㈰までに、名前（ふりがな）、出身小・中学校、
Ｅメールアドレス、電話番号を明記の上、タイトルを「成
人のつどい実行委員会メンバー応募」とし、メールで生涯
学習課へ。
 Ｅメールアドレス　seigaku@fch.ne.jp

成人のつどい実行委員会メンバー募集 問い合わせ  生涯学習課 ☎53５８００
平成25年度  相談件数

0

2

4

6

8

10

12

店
舗
購
入

訪
問
販
売

通
信
販
売

電
話
勧
誘
販
売

マ
ル
チ
商
法

架
空
請
求

多
重
債
務

そ
の
他

し
て
く
れ
た
ら
う
ち
は
倍
以
上
の
価
格
で

買
い
取
る
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。
怪

し
い
と
思
う
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

【
事
例
３
】
霊
感
商
法

　
雑
誌
の
広
告
を
見
て
９
千
円
の
開
運
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
を
購
入
し
た
。
後
日
そ
の
業

者
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
名
前
を
書
い
て

こ
ち
ら
に
送
れ
ば
霊
能
者
が
運
勢
を
み

る
」
と
言
わ
れ
た
。
試
し
に
送
っ
て
み
た

と
こ
ろ
、「
先
祖
の
供
養
を
し
た
ほ
う
が

よ
い
。
し
な
い
と
親
や
子
ど
も
に
災
い
が

降
り
か
か
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
洗
脳
さ

れ
た
よ
う
に
な
っ
て
50
万
円
振
り
込
ん
で

し
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
祈
と
う
が
必
要
だ

と
言
わ
れ
、
３
０
０
万
円
振
り
込
む
よ
う

に
要
求
さ
れ
た
。「
誰
か
に
言
う
と
、
そ

の
人
に
も
災
い
が
起
こ
る
の
で
話
し
て
は

い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま

り
に
高
額
な
請
求
に
お
か
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
始
め
た
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

困
っ
た
と
き
は
こ
こ
に
相
談

v
o
l
・
２7

問
い
合
わ
せ 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
57
３
２
３
６

平
成
25
年
度
の
相
談
状
況

　
次
の
よ
う
な
事
例
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
金
を
支
払
う
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
事
例
１
】
架
空
請
求

　
親
戚
の
高
齢
の
女
性
が
、
金
融
機
関
で

大
金
を
引
き
出
し
て
い
た
。
ど
う
し
た
の

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
公
的
機
関
を
名
乗
る

男
性
が
突
然
自
宅
を
訪
ね
て
き
て
、「
あ

な
た
は
過
去
に
い
ろ
い
ろ
な
業
者
か
ら
寝

具
を
購
入
し
て
い
る
た
め
、
今
後
も
勧
誘

が
続
く
。
訪
問
販
売
業
者
が
来
な
い
よ
う

に
手
続
き
し
て
あ
げ
る
の
で
、
そ
の
費
用

と
し
て
１
５
０
万
円
必
要
」
と
言
わ
れ
、

現
金
を
下
ろ
し
に
き
た
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
後
そ
の
男
性
が
自
宅
に
お
金
を

取
り
に
来
る
ら
し
い
。
不
審
に
思
う
が
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
。

【
事
例
２
】
劇
場
型
詐
欺

　
Ａ
社
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
業
用
不
動

産
の
投
資
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届

い
た
翌
日
、Ｂ
社
か
ら
、「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
あ
る
よ
う
に
Ａ
社
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
土

地
を
坪
15
万
円
で
販
売
し
て
い
る
。
購
入

　
平
成
25
年
度
の
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
相
談
件
数
は
55
件
で
、
平
成
24
年
度
の

72
件
（
司
法
書
士
相
談
を
含
め
る
と
１
０

０
件
）
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
別
に
み
る
と
、
電
話
勧
誘
販

売
お
よ
び
店
舗
販
売
、
訪
問
販
売
な
ど
が

上
位
を
占
め
、
次
い
で
、
通
信
販
売
、
多

重
債
務
、
架
空
請
求
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
悪
質
商
法
の
手
口
と
し
て
、
注
文
し
て

い
な
い
健
康
食
品
を
送
り
つ
け
た
り
、
警

察
や
公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
っ
て
銀
行

や
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
け

払
い
機
）
に
誘
導
し
お
金
を
振
り
込
ま
せ

る
な
ど
、
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

手
口
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
友
人
か
ら
「
１
、
０
０
０
円
で
脱
毛
エ

ス
テ
を
体
験
で
き
る
」
と
誘
わ
れ
、
店
に

出
向
く
と
、
全
身
脱
毛
の
コ
ー
ス
を
勧
め

ら
れ
た
。
考
え
た
い
と
話
し
た
が
、
「
今

日
中
に
申
し
込
め
ば
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格

で
お
得
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
契

約
し
た
。
脱
毛
効
果
を
高
め
る
た
め
と
ク

リ
ー
ム
も
勧
め
ら
れ
、
合
計
で
42
万
円
と

な
っ
た
。
当
日
、
２
万
円
だ
け
現
金
で
支

払
い
、
残
り
は
36
回
払
い
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

に
し
た
。
信
販
契
約
書
の
年
収
を
書
く
欄

に
１
５
０
万
円
と
記
入
し
た
ら
「
そ
れ
で

は
審
査
を
通
ら
な
い
。
３
０
０
万
円
と
書

い
て
」
と
指
示
さ
れ
た
。
収
入
が
一
定
せ

ず
、
支
払
い
が
厳
し
い
の
で
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
し
た
い
。

（
20
歳
代
、
女
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
契
約
金
額
が
５
万
円
を
、
契
約
期
間
が

１
カ
月
を
超
え
る
エ
ス
テ
の
契
約
は
、
契

約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
間
以
内

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。
ま

た
、
契
約
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
一
定
の
解

約
料
を
支
払
っ
て
、
中
途
解
約
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
長
期
、
高
額
な
契
約
の
場

合
、
仕
事
な
ど
の
理
由
で
契
約
期
間
内
に

全
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

や
、
契
約
期
間
を
過
ぎ
て
も
支
払
い
が
続

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
契
約
期
間
を
過

ぎ
て
い
れ
ば
中
途
解
約
で
き
ま
せ
ん
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
。

消
費
者
シ
リ
ー
ズ

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の

強
引
な
勧
誘
に
注
意

No.
180

国民生活センター発行「見守り新鮮情報167号」より

消費生活センターキャラクター
正義の味方、ひっかからないカモ

市消費生活センターでは、啓発パンフレットを
配布しています。必要な方はご連絡ください。
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児童扶養手当

提出
期間

医
療
機
関
名

８月１日㈮～８月２９日㈮

○現況届
○手当証書（受給されている方のみ）
○印鑑
○生計維持方法等確認書
○養育費などに関する申告書
○借家の場合、家賃を支払ったことが
　証明できるもの
　（領収書、納付書、預金通帳の写しなど）
○課税台帳記載事項証明書　
※　平成２６年度のもの
（平成２６年１月１日に大竹市に居住して
いなかった方のみ）

その他、必要に応じて書類の提出を依頼
することがあります。

特別児童扶養手当

８月１１日㈪～９月１０日㈬

○所得状況届
○手当証書
　（受給されている方のみ）
○印鑑
○課税台帳記載事項証明書
※　平成２６年度のもの
（平成２６年１月１日に大竹
市に居住していなかった方
のみ）

情報
ステーション
○広報掲載記事に料金表示の
　ないものは、原則無料です。
○記事についての問い合わせ
　は、各見出しの電話番号へ。

大竹市役所☎59 2111㈹

　つどいの広場は、市の委託事業で、NPO法人子育
てハッピーネットほのぼのんが運営しています。

開館日 毎週月曜日・水曜日・
　　　 金曜日10時～16時
休館日 8月11日㈪、
　　　 13日㈬、15日㈮
松ケ原こども館 ☎578333
福祉課　　　   ☎592148

土曜日開館
とき　8月23日㈯10時～16時
※　8月22日㈮は休館します

開館日　毎週土曜日　10時～16時
ところ　南栄３丁目１番29号（旧愛育園）
　　　　※　駐車場あり
問い合わせ　あいいく館
　  （杉嶋携帯☎０９０‐２２９８‐９６２４）

　予約の必要な行事の申し込み
は次のいずれかの方法でお願い
します。
○月曜日 ・ 水曜日 ・ 金曜日の９
時～ 16時に電話

○松ケ原こども館にて直接申込
書に記入

○ほのぼのん公式ホームページ、
または携帯による申し込み
http://honobonon.client.jp/

（パソコン用）
http://honobonon.client.jp/mobile/

（携帯用）

○チビッコ保育士体験
と　き　8月1日㈮　
　小学生のお兄ちゃん、お姉ちゃんと一緒に遊
びましょう。
※　熱中症対策に帽子と飲み物を持ってきてください。

○プール遊び
と　き　8月4日㈪　10時30分～11時30分、
　13時～14時 30分
　デッキでビニールプールに入ります。（水着ま
たは水遊び用オムツ着用） ※　天候により中止あり。
○お誕生会
と　き　8 月25日㈪　10時 30分～
　みんなでお誕生日をむかえるお友だちをお祝
いしましょう。  
※　誕生児のみ要予約。8月20日㈬締め切り。

　幼児と親・小学生が絵本とおもちゃで楽しく遊べる広場です。

◎絵本の読み語り・貸し出し・紙芝居・手遊び
◎今月の絵本　「平和」
◎工作「花火の絵」
◎夏野菜の収穫
◎絵本講座　「絵本の窓」　11日㈪　10時～ 12時
楽しく奥深い絵本の世界へ、初めての方もぜひどうぞ。
たくさんの絵本を紹介しています。

お知らせイベント

親と子の本の広場

あいいく館
８
月
の
行
事

　 

児
童
扶
養
手
当
、
ま
た
は
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、「
現
況
届
」
ま
た
は
「
所
得
状

況
届
」
を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

  

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
８
月
以
降
の
手
当

の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
に
は
、
届
出
用
紙
を
郵

送
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

福
祉
課
　
☎
59
２
１
４
８

子
育
て

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）
抗
体
検
査

は
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
20
日
㈬

 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
　

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
　

　
13
時
〜
14
時
30
分

※

　
両
検
査
と
も
無
料
で
、
予

約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
　
県
西
部
保
健
所
（
廿
日

市
市
桜
尾
２
丁
目
２
番
68
号
廿
日

市
第
２
庁
舎
）

申
し
込
み
　
県
西
部
保
健
所
へ
。

　
気
分
が
ゆ
う
う
つ
、
人
と
う

ま
く
付
き
合
え
な
い
な
ど
、
心

の
悩
み
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
５
日
㈫

　
14
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
廿
日
市
市
あ
い
プ
ラ
ザ

申
し
込
み
　
８
月
１
日
㈮
ま
で

に
県
西
部
保
健
所
へ
。

精
神
保
健
福
祉
相
談

県
西
部
保
健
所

☎
０
８
２
９
32
１
１
８
１

（
内
線
２
４
１
２
）

通
貨・証
券
な
ど
の
返
還

広
島
税
関
支
署

☎
０
８
２
‐
５
０
５
‐
６
９
２
１

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
運
動
教
室

参
加
者
募
集

社
会
健
康
課
　
☎
59
２
１
５
３

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

見
学
ツ
ア
ー

社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
52
２
２
７
５

と
　
き
　
９
月
13
日
㈯

　
15
時
〜
17
時
（
入
場
券
が
必

要
）

と
こ
ろ
　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
　

※

駐
車
場
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

　
８
月
29
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
２
人
ま
で
の
住
所
、

名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
応

募
は
１
人
１
枚
限
り
）

※

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
し
ま
す
。

応
募
先
　
〒
７
４
０
‐
８
５
５
５

　
山
口
県
岩
国
市
三
角
町
２
丁
目

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
「
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
係

○
外
地
の
集
結
地
で
、
在
外
公

館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど

の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
送

還
さ
れ
た
も
の

※

　
返
還
の
申
し
出
は
、
本
人

か
ら
だ
け
で
な
く
、
家
族
の

方
で
も
結
構
で
す
。

　
税
関
で
は
、
戦
後
、
海
外
か

ら
の
引
き
揚
げ
期
に
、
軍
人
や

民
間
人
な
ど
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
た
方
か
ら
お
預
か
り
し

て
い
る
次
の
通
貨
、
証
券
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

○
終
戦
時
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
き
た
方
が
、
上
陸
港
の

税
関
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
、
証
券
な
ど

家
族
の
社
会
参
加
促
進
の
一
環

と
し
て
、
広
島
市
に
あ
る
マ
ツ

ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
見
学
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
す
。

と
　
き
　
９
月
14
日
㈰

※

　
11
時
10
分
に
マ
ツ
ダ
ス
タ

ジ
ア
ム
正
面
ロ
ビ
ー
集
合
で

す
。

と
こ
ろ
　
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

対
　
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い

児
と
家
族

入
場
料

　
大
人
　
１
、
０
０
０
円

　
小
人
　
５
０
０
円

申
し
込
み
　
９
月
５
日
㈮
ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

主
　
催
　
大
竹
市
心
身
障
害
児
・

者
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
　
児
童
部

　
市
内
在
住
の
障
が
い
児
や
そ
の

※

　
９
月
16
日
、
23
日
は
お
休

み
で
す
。

　
13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
　
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹

対
　
象
　
市
内
在
住
の
方

定
　
員
　
20
人
程
度

参
加
料
　
２
、
０
０
０
円
（
傷

害
保
険
料
を
含
む
）

※

　
初
回
の
教
室
参
加
時
に
必

要
で
す
。

申
し
込
み
　
８
月
15
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
社
会
健
康
課
へ
。

　
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
健

康
的
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し

た
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
運
動
教
室
を

行
い
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
19
日
〜
12
月
９
日

（
毎
週
火
曜
日
）

　保育所では、入所前の子どもと保護者
を招待するオープンデーを開催していま
す。子育てについて相談したり、仲間作り
の場として活用してください。
　詳しくは、各保育所へ問い合わせください。
※　車でのお越しは御遠慮ください。

保育所に遊びに行こう！

問い合わせ 福祉課☎592148
オ ー プ ン デ ー

福
祉

保育所名 と　　き
10時～11時30分 内　　容

大竹保育所　☎℻52２２６８

本町保育所　☎℻53１９９５

立戸保育所　☎℻53５５８５

8月1日（金）
8月6日（水）

8月6日（水）

8月6日（水）

水遊びをしましょう
プールで遊びましょう

9月3日（水） お外で遊びましょう
8月7日（木） 水遊びをしましょう
9月2日（火） 砂場で遊びましょう

プールで遊びましょう ※10時～11時15分なかはま保育所　☎℻57３３５５

さかえ保育所 ☎52２５２２ ℻52２２５６

玖波保育所 ☎57７３０７ ℻57３００３

知恩保育園 ☎57７３２２ ℻57４８３２

水遊びをしましょう

随時受付を行っていますので、希望する場合は事前に保育所にご連絡ください。

随時受付を行っていますので、希望する場合は事前に保育園にご連絡ください。

健
康

催
し

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）抗
体
検
査・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

県
西
部
保
健
所

☎
０
８
２
９
32
１
１
８
１

（
内
線
２
４
１
２
）

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空

基
地
に
よ
る「
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
」

岩
国
航
空
基
地
　
☎
㉒
３
１
８
１
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

日 月 火 水 木 金 土

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

大
竹
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

（
ゴ
ル
フ
パ
ー
ク
も
ぐ
太
く
ん
内

☎
57
８
８
０
０
）

経
営
改
善
塾（
経
営

向
上
コ
ー
ス
）受
講
者

商
工
会
議
所  

☎
52
３
１
０
５

　
８
月
の
テ
ー
マ
は
「
や
っ
て

み
よ
う
省
エ
ネ
生
活
！
〜
エ
ア

コ
ン
の
設
定
温
度
は
28
℃
〜
」

で
す
。

　
県
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

一
環
と
し
て
「
ひ
ろ
し
ま
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
電
力
需
要

が
最
大
と
な
る
平
日
昼
間
の
時

間
帯
に
、
家
庭
か
ら
、
県
・
市

町
の
施
設
や
商
業
施
設
に
出
か

け
て
、
涼
し
さ
を
分
け
合
う
こ

と
で
、
電
力
の
消
費
を
抑
え
る

も
の
で
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
。

　
昼
間
に
出
か
け
る
こ
と
で
、

地
球
だ
け
で
な
く
、
家
計
に
も

や
さ
し
い
省
エ
ネ
生
活
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

の
カ
ギ
」

○
第
４
回
　
12
月
17
日
㈬
（
10

時
〜
16
時
）「
三
越
事
例
か
ら

学
ぶ
女
性
活
躍
促
進
の
取

組
」

○
第
５
回
　
平
成
27
年
１
月
21

日
㈬
（
13
時
〜
16
時
）「
先
進

事
例
ノ
ウ
ハ
ウ
導
入
手
引
書

の
活
用
に
つ
い
て
」

と
こ
ろ
　
エ
ソ
ー
ル
広
島
　

定
　
員

　
１
５
０
人
（
要
申
込
）

申
し
込
み
　
８
月
31
日
㈰
ま
で

に
県
男
女
共
同
参
画
財
団
へ
。

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
　
き
　
８
月
25
日
㈪

　
13
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル
　

基
調
講
演
　「
女
性
の
活
躍
の
場

の
拡
大
の
た
め
に
〜
企
業
と
管

理
者
の
役
割
」

講
　
師

　
佐
藤
　
博
樹
さ
ん
（
東
京
大

学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
）

定
　
員

　
５
０
０
人
（
要
申
込
）

申
し
込
み
　
８
月
15
日
㈮
ま
で

に
県
男
女
共
同
参
画
財
団
へ
。

 

研
修
会
（
広
島
会
場
）

と
　
き
（
全
５
回
）

○
第
１
回
　
９
月
16
日
㈫
（
９

時
45
分
〜
12
時
30
分
）「
女
性

を
活
か
す
企
業
経
営
戦
略
」

○
第
２
回
　
10
月
14
日
㈫
（
10

時
〜
16
時
）「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
で
企
業
収
益
ア
ッ
プ
」

○
第
３
回
　
11
月
５
日
㈬
（
10

時
〜
16
時
）「
働
き
が
い
と

キ
ャ
リ
ア
形
成
が
女
性
活
躍

○
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数

料
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
が

簡
単
で
す
。

○
短
時
間
労
働
者
や
家
族
従
業

員
も
加
入
で
き
ま
す
。

掛
金
の
種
類

　
月
額
５
千
円
か
ら
３
万
円
ま

で
の
16
種
類
で
す
。
短
時
間
労

働
者
は
２
千
円
・
３
千
円
・
４

千
円
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
お
近
く
の
金
融
機

関
ま
た
は
委
託
事
業
主
団
体
へ
。

　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部

積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で

す
。
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優

遇
な
ど
、
有
利
な
特
典
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
安
全
・
確
実
な
中

退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

制
度
の
特
色

○
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成

し
ま
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の

技
術
の
向
上
と
、
ス
ポ
ー
ツ
精

神
の
高
揚
を
図
り
、
地
域
の
ゴ

ル
フ
の
普
及
・
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
20

回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
は
、
10
月

24
日
㈮
に
開
催
さ
れ
る
県
民
体

育
大
会
ゴ
ル
フ
競
技
会
の
代
表

選
手
選
考
会
を
兼
ね
て
行
い
ま

す
。

と
　
き
　
９
月
23
日
（
火
・
祝
）

と
こ
ろ
　

　
広
島
西
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

対
　
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
勤

務
で
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
の
方

　
市
内
の
中
小
企
業
の
従
業
員

の
方
の
能
力
向
上
や
処
遇
改
善

を
目
的
と
し
て
、
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

と
　
き

　
９
月
３
日
〜
10
月
22
日

　（
全
８
回
　
毎
週
水
曜
日
）

　
18
時
30
分
〜
20
時

と
こ
ろ
　
商
工
会
議
所

対
　
象

　
市
内
の
中
小
企
業
の
従
業
員

内
　
容
　
複
式
簿
記
講
習
会

定
　
員
　
20
人
（
申
込
順
）

申
し
込
み

　
８
月
18
日
㈪
ま
で
に
商
工
会

議
所
へ
。

※

　
大
会
当
日
、
協
会
へ
の
加

入
も
可
能
で
す
。

定
　
員
　
１
２
０
人
（
申
込
順
）

プ
レ
ー
代
　
コ
ン
ペ
割
引
と

な
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
９
月
１
日
㈪
ま
で

に
大
竹
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

へ
。

女
性
の
活
躍
促
進

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・

研
修
会
」参
加
者

県
男
女
共
同
参
画
財
団

☎
０
８
２
‐
２
４
２
‐
５
２
６
２

催
し

募
集

お
知
ら
せ

ア
ラ
カ
ル
ト

ひ
ろ
し
ま
環
境
の
日

環
境
整
備
課
　
☎
59
２
１
５
４

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
相
談

員
が
金
融
相
談
に
答
え
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
庫
で
は
あ
ら
ゆ
る
融
資
を

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
８
日
㈮

　
10
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ

　
商
工
会
議
所

対
　
象
　
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
方
、
こ
れ
か
ら
事
業

を
行
う
方

※

　
相
談
時
間
の
調
整
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

金
融
公
庫
相
談

中
小
企
業
相
談
所

（
商
工
会
議
所
内 

☎
52
３
１
０
５
）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

8月の交通事故統計情報
交通事故発生状況（6月末現在）
発生件数　44件（前年同期比12.0 ％減）
死 者 数　0人（前年同期比－％）
負傷者数　48人（前年同期比35.1 ％減）

8月の米軍による弾薬処理 総務課☎59２１１９
　米海兵隊岩国基地は、焼
却処理できない弾薬を同基
地沖合3.5㎞に位置する姫
子島で爆破処理しています。
天候によって実施しない場
合もあります。曇りの日は音
がよく響くことがあります。
※○は弾薬処理日。
　いずれも８時～17時

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

来て見て楽しんで！
地元産品いっぱい

月に一度の
朝市▶

　地元の野菜や魚、加工品から、ここでしか買えな
いものまで、幅広い品ぞろえの朝市。子ども向けの
コーナーもあり、年齢を問わず楽しめます。
と　き　8月24日㈰ ９時～12時
ところ　ＪＲ玖波駅前（サニーＯＳ駐車場）

問い合わせ
　玖波まちづくり振興会
　（㈲なか川内　☎57７２５７）

コーラスフェスティバル出演者募集
コーラスフェスティバル実行委員会
（生涯学習課内☎53５８００）
と　き　11月16日㈰　　ところ　アゼリアホール
対　象　市内または近郊で活動する10人以上の団体
参加料　１団体１、５００円
申し込み　８月１日㈮から18日㈪までに、直接または電話で
コーラスフェスティバル実行委員会（総合市民会館内）へ。

資格募集種目

防衛大学校
学　　　生

防衛医科大学校医学科学生

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

航空学生

一般曹候補生

自衛官候補生

推薦

総合選抜

一般

男子

女子

高卒（見込含）21歳未満の方
【推薦については高等学校長の推薦等が別途必要です。】

高卒（見込含）21歳未満の方
【自衛官は23歳未満】

自衛官などを募集しています　問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部広島地域事務所　☎０８２－２６１－１０７０
志願手続きや募集要項など、詳しくは自衛隊広島地方協力本部広島地域事務所に問い合わせてください。

※　試験期日のうち指定された日

県ホームページ ：
http://www.pref.hiroshima.lg/site/eco/

受付期間

9月5日（金）～9日（火）

試験期日

9月27日（土）、28日（日）

9月5日（金）～9日（火） 1次9月27日（土）
2次11月1日（土）、2日（日）

高卒（見込含）21歳未満の方
【自衛官は23歳未満】 9月5日（金）～30日（火）

高卒（見込含）21歳未満の方 9月5日（金）～30日（火）

高卒（見込含）21歳未満の方 9月5日（金）～30日（火）

高卒（見込含）21歳未満の方 8月1日（金）～9月9日（火）

18歳以上27歳未満の方 8月1日（金）～9月9日（火）

18歳以上27歳未満の方 年間通じて行っております。

18歳以上27歳未満の方 8月1日（金）～9月9日（火）

1次11月8日（土）、9日（日）
2次12月9日（火）～13日（土）※
1次11月1日（土）・2日（日）
2次12月17日（水）～19日（金）※
1次10月18日（土）
2次11月29日（土）、30日（日）※
1次9月23日（火）
2次10月18日（土）～23日（木）※
3次11月15日（土）～12月18日（木）※

1次9月19日（金）・20日（土）
2次10月9日（木）～15日（水）※

受付時にお知らせします。

9月25日（木）～29日（月）※

く
　
ら
　
ぶ
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1号広告

2号広告

2号広告 2号広告

２日㈯

３日㈰

９日㈯

１０㈰

１４日㈭

１５日㈮

１６日㈯

１７日㈰

２３日㈯

２４㈰

３０日㈯

３１日㈰

９月６日㈯

７日㈰

㈱ゲイナンハウス

大竹第一工業㈱

㈲浜崎工業所

二階堂商事㈲

㈱竹内

㈲プロ・コーポレイション

奥田設備㈱

今五産業㈲

三菱化学エンジニアリング㈱

㈲成亜総合設備

㈱ゲイナンハウス

大竹第一工業㈱

㈲浜崎工業所

二階堂商事㈲

立 戸３

北　栄

西 栄３

油 見３

玖 波６

木 野１

西 栄２

立 戸２

御幸町

本 町１

立 戸３

北　栄

西 栄３

油 見３

☎54１１１１

☎53１２０１

☎52３３６５

☎52２０４３

☎57８３００

☎53６１３１

☎㉘０１８５

☎52２５２９

☎52４１５１

☎52２５０１

☎54１１１

☎53１２０１

☎52３３６５

☎52２０４３

8月～9月（上旬）のお知らせ
休日水道修理

３日㈰

24日㈰

9月7日㈰

3日㈰

10日㈰

17日㈰

24日㈰

31日㈰

9月7日㈰

14日㈰

耳鼻咽喉科村上クリニック

津村眼科医院

古吉眼科医院

玉田産婦人科医院

都志見耳鼻咽喉科医院

ながかわクリニック

はるなウィメンズクリニック　

みい眼科

増田耳鼻咽喉科

まるひさ眼科

元 町１

西 栄２

新 町２

南岩国1

麻里布６

麻里布３

平 田１

中 津１

尾 津２

尾 津２

☎52１１３３

☎52４８５６

☎52４７０７

☎32１２５８

☎㉔４１３３

☎㉚１１１１

☎32７００７

☎㉚３１３１

☎㉛８２３１

☎34５３３３

休日
診療所

診療科：内科系・外科系
ところ：立戸２丁目１番１６号 ☎52０３３０
診療時間：９時～１２時　１３時～１７時
診療時間：９時～１７時
診療時間内にご利用ください。原則として往診は行
いません。変更の場合もあります。お問い合わせは社
会健康課（☎59２１４０）へ。

在宅
当番医

受付時間：９時～１６時３０分

休日診療

※個人給水管の修理には修理費が掛かります。

ＭＩＴＳＵＢＩＳＨＩ
サマーフェスティバル ２０１４

☆元気まつり☆

８月６日（水）
１７時～２１時２０分
（雨天の場合は翌日に順延）　
三菱レイヨングラウンド
大竹市御幸町２０－１　
三菱レイヨン㈱大竹事業所
℡.５２－２７４１

〈と　き〉

　
〈ところ〉

　
〈問合先〉

事務用品・ＯＡ機器・複写機のことなら
何でもお任せください

豊富な品揃え・取寄せなどご相談ください
画材・学習帳なども充実！

〒739-0611　大竹市新町1-5-6
TEL（0827）53-1111　FAX（0827）53-1114

株式会社 田宮事務器

岩国市在
宅当番医

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24
31

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水
8月

木 金 土

Boat Race 宮島カレンダー ※○は開催日　△は場外発売

ボートレース宮島マスコット
キャラクター 「モンタ」　 

●念のため主催者発表のものと照合してください。

人　口　２８，３０８人

世帯数　１２，８５３世帯
（男）１３，７３４人　（女）１４，５７４人

このページの情報は9月のものです。
月の情報ステーション月の情報ステーション99 市の人口（7月1日現在）先どり

弁 護 士 相 談

行 政 相 談

心 配 ご と 相 談

巡 回 児 童 相 談

家 庭 児 童 相 談 室

市消費生活センター

公 庫 移 動 相 談 会

障害者相談支援センター

地域活動支援センターみらい

障 害 相 談

市地域包括支援センター

市 政 へ の 相 談

こ ど も 相 談

女性の人権ホットライン

子どもの人権１１０番

住まいに関する相談

年 金 相 談

９日㈫

９日㈫

毎週
木曜日
第２
金曜日
月曜日～
金曜日
火・金
曜日
第２
木曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
土曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
土曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
金曜日
毎週
火曜日

市役所本庁

市役所本庁

サントピア大竹

サントピア大竹

市役所本庁

市役所本庁

商工会議所

サントピア大竹

医療法人社団
知仁会

市役所本庁

サントピア大竹

市役所本庁

こども相談室

0570-070-810

0120-007-110
（無料）

大竹住まいのリフォーム
センター（商工会議所）

商工会議所

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１０：００～１６：００

９：００～１６：００
　

９：００～１６：００

１０：００～１２：００

８：３０～１７：１５

９：００～１７：００

８：３０～１７：００

８：３０～１７：１５

９：００～１６：００

８：３０～１７：１５

８：３０～１７：１５

８：３０～１７：１５

８：３０～１７：００

１０：００～１５：３０

相談員：弁護士
相談は予約が必要です。（８月１３日㈬から受付開始）
相談員：行政相談委員
相談は予約が必要です。（８月１３日㈬から受付開始）
相談員：民生委員、人権擁護委員ほか
生活上の悩みごと（内容により関係機関へ紹介）

相談員：県西部こども家庭センター専門員

相談員：家庭相談員・母子自立支援員
内　容：子ども、母子に関する相談

消費生活全般の相談や問い合わせ

相談員：日本政策金融公庫職員
事業資金の相談
相談員：介護支援専門員・介護福祉士
携帯ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：sya-sou@docomo.ne.jp

精神の障害に関すること

相談員：社会福祉士、介護福祉士
携帯ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：fukushi-soudan.otake.city@docomo.ne.jp

介護保険の利用手続き・高齢者に関する相談など

市政に関する相談など

電話や面接による青少年に関する相談（時間外
を希望の方は事前に連絡を）

DV、セクハラなどの女性の人権についての相談

いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権について
の相談
リフォームや新築など、住まいに関する相談に１
級建築士が応じます。（祝日は除く。予約制）

厚生年金・健康保険などの相談・手続きなど

〔企画財政課〕 ☎59２１２４

〔企画財政課〕 ☎59２１２４

〔社会福祉協議会〕 ☎52２２１１

〔家庭児童相談室〕 ☎592151

〔福祉課〕 ☎59２１５１

☎57３２３６

☎52３１０５（予約制）

☎52０１６７　℻ 35５０１１

☎59０２２３

〔福祉課〕☎59２１５０　℻ 57７１８５

☎53１１６５

〔企画財政課〕 ☎59２１２４

〔教育委員会〕 ☎54００２１

☎53７１７５

〔広島西年金事務所〕

相
　
　
　談

ふ れ あ い サ ロ ン
も ぐ ぱ く ひ ろ ば

乳 児 健 康 相 談

１ 歳 ６ カ 月 児
健 康 診 査

30日㈫

２４日㈬

１７日㈬

総合市民会館

市役所本庁

市役所本庁

11：00～13：00

12：50～13：20
（受付時間）

12：50～13：20
（受付時間）

内容：離乳食教室（定員12組、参加料・事前予約必要）
持参品：子ども用飲み物、スプーン、バスタオル

対　象：平成２６年5月に生まれた乳児
持参品：母子健康手帳、アンケート、バスタオル１枚

対　象：平成２５年3月に生まれた幼児
持参品：母子健康手帳、アンケート

健
康・子
育
て
問
い
合
わ
せ

社
会
健
康
課

☎
59
２
１
４
０

　
土
砂
災
害
防
止
法
（
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る

土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
）
に
基
づ
き
、

栗
谷
町
の
奥
谷
尻
、
広
原
、

谷
和
地
区
の
う
ち
、
急
傾
斜

地
の
崩
壊
、
土
石
流
に
よ
る

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区

域
を
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

な
ど
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
区
域
指
定
は
、
土
砂

災
害
か
ら
住
民
の
生
命
を
守

る
た
め
に
、
土
砂
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
区
域
を

明
ら
か
に
し
、
警
戒
避
難
体

制
の
整
備
や
一
定
の
行
為
の

制
限
を
行
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
内
に
居
室
を
有
す
る

建
築
物
の
新
築
な
ど
を
す
る

場
合
は
、
作
用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に
対
し
て
建
築

物
の
構
造
が
安
全
か
ど
う
か
、

建
築
確
認
が
必
要
で
す
。

　
区
域
指
定
に
関
す
る
図
面

は
、県
土
木
局
砂
防
課
ま
た
は
、

県
西
部
建
設
事
務
所
廿
日
市

支
所
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。（
県

防
災
情
報
↓
土
砂
災
害
ポ
ー

タ
ル
）

土
砂
災
害
警
戒
区
域

な
ど
の
指
定
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ 
土
木
課
☎
59
２
１
６
４
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「広報おおたけ」の音訳版（CD）、点訳版があります。
必要な方は社会福祉協議会（☎522211）まで。
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は じ め ま し て

やさしいお兄ちゃんが大好きな綾香ちゃん。
いつまでも仲良し兄妹でいてね。

佐伯　綾香 ちゃん（左）
さいき あやか

　　 駿介 くん（右）
しゅんすけ

子どもの写真の裏に、住所、名前（ふりがな）、性別、生年月日、保護者の名
前、電話番号と簡単なコメントを添えて、企画財政課「はじめまして」係へお
送りください。7月号掲載は、8月13日必着。（個人情報の利用目的：広報紙
への掲載、応募者との連絡のために利用します。なお、広報紙はPDF形式
でホームページにも掲載しています。）応募が多い場合は次号になる場合
があります。

★使ったものを提出してもらうだけで自由に使えま
す。（許可不要）
★市ホームページからダウンロードできます。
★カラー複数あり。用途に合わせて自由にお使い
ください。
※　政治性、宗教性のあるものなど、使用できな
いものもあります。詳しくは、市ホームページを
ご覧ください。

★60周年ロゴマークを使いませんか★

企画財政課☎59２１２５

問い合わせ　産業振興課 ☎59２１３１

大竹市ポスターを
掲示しませんか

募集

　大竹市のポスターを掲示していただける方を募集します。ぜひご協力をお願いします。
ポスターサイズ　Ａ１サイズ　　　申し込み　産業振興課へ。
募集要項　○市内外へ広く PRできる場所へ掲載していただける方
　　　　　　※　設置場所は、個別に協議させていただきます。
　　　　　○各ポスターにつき 20枚まで（申込順）　
　　　　　　※　１人につき各ポスター１枚まで（合計３枚まで）でお願いします。

心
一
つ
に
平
和
を
願
う

記
憶
の
跡

大
竹
と
原
爆

特 集

36


